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｜75th Anniversary｜ 1

山口県バドミントン協会

　 会　長 平 岡 英 雄

■ご 挨 拶

　この度、山口県バドミントン協会が創立75周年を迎
えることができました。多くの会員の皆様と慶びを分
かち合いたいと思います。
　また、この間の歴代会長様をはじめ、多くの役員、
会員の皆様の会の維持発展に向けたご努力に本誌をお
借りして厚くお礼を申し上げます。

　さて、近年における日本バドミントン界の活躍ぶり
は目覚ましく、昨年のパリ五輪では女子ダブルス、混
合ダブルスにおいて銅メダルを獲得するなど、世界の
強豪国として数々の輝かしい成績を収めています。
　そうした中、本県では、中学、高校、社会人と各カ
テゴリのトップ選手から構成される「チーム山口」に
よる強化体制を整え、その代表格である柳井商工高校
女子バドミントン部は、全国選抜、インターハイで現
在まで9連覇を達成しているほか、2022年に宮崎友花
選手、2023年には田口真彩選手が世界ジュニアチャン
ピオンに輝くなど、輝かしい成績を上げておられま
す。その柳井商工高校に引っ張られて、一昨年の「鹿
児島国体」では、見事、初の皇后杯の獲得、天皇杯で
も第2位の成績を収めることができましたことは記憶
に新しく、着実に県内の競技力が向上していることの
証ではないでしょうか。
　この他、女子実業団チームACT SAIKYO も「山口
県をバドミントン王国に！」のスローガンの下、多く
の日本代表選手を輩出され、ホームゲームとして、
2014年からS/Jリーグ山口大会を開催し、日本のトップ
クラスの選手たちのハイレベルなプレーを間近で観戦
できる貴重な機会を設けていただくなど、県内のバド
ミントン普及活動に精力的に努めていただいておりま
す。
　こうした成果は、永年、協会運営にご尽力をいただ
いて来られた多くのご関係の皆様のご尽力の賜物であ
り、改めて感謝を申し上げます。
　最後になりますが、本協会が、次の80周年に向けて
益々発展することを祈念して、ご挨拶とさせていただ
きます。
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山口県バドミントン協会

　 理事長 野 村 義 徳

　 山口県バドミントン協会は、令和7年（2015年）4月
で創立75周年を迎えることができました。50周年から
の25年間で、平成23年の山口国体をはじめとし、全国
高校選抜大会や全日本実業団大会、全国中学校大会、
全日本高等専門学校大会等の全国大会を成功裏に終
え、大きな成長を遂げました。
　これも、歴代の会長をはじめとし、県協会役員の
方々そして会員の皆様の多大なるご支援とご協力の賜
だと感謝しております。
　まず、協会登録人数は令和元年に2,900人まで増加し
ましたが、新型コロナウィルス感染症の影響で令和2
年に2,200人まで減少し、現在は2,600人まで回復してい
る状況です。
　また、これまでバドミントンの普及を目的に、県内
を3地区に分けて地区大会等を開催してきましたが、
参加者の激減により、上位大会への選考会と県総合
（現山口県オープン）以外は廃止するに至りました。
背景には各市郡協会がそれぞれの大会を工夫し、選手
が出場する大会を選択できるようになったことがあげ
られます。県協会が普及や支援をする段階は終わった
と捉えられます。
　競技力向上の面では、山口国体での上位入賞を目指
し、西京銀行に実業団の女子チームACT SAIKYOを立
ち上げていただきました。このACT SAIKYOと男子
の宇部興産バドミントンチーム（現UBE）を頂点とし
た、小・中学生から高校生、実業団へとつながる一貫
指導システム（“チーム山口”と“チーム山口ジュニア”）
を確立できました。これも山口国体に向けての山口県
体育協会（現山口県スポーツ協会）様のお力添えのお
かげと感謝しております。そして、令和3年3月の全国
高校選抜大会で柳井商工女子バドミントン部が団体の
部と個人シングルスの部で悲願の全国制覇を成し遂げ
ました。同部はこれ以降、令和7年3月の全国高校選抜
大会での団体優勝まで、全国大会9連覇という日本初
の偉業を成し遂げるに至っています。現在、小・中学
生の競技力も向上し、シニアやレディースの年代別の
部でも全国や中国地区の舞台で、多くの選手が活躍し
ており、全国的に山口県の取組が注目されています。
まさに、バドミントン王国に向けての歩みが、着実に
進んでいます。
　今後、中学校の部活動が地域移行するなど、スポー
ツへの関わり方に多様性が求められる時代が到来しま
す。協会として、あらゆる世代の方々がバドミントン
に親しみ健康な生活を送り、生涯の生きがいづくりに
つながるよう尽力していきたいと思います。そして、
バドミントンが世界の人々の交流と平和への架け橋と
なることを祈ります。

■ご 挨 拶　　－山口県をバドミントン王国へ－
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山口県バドミントン協会

　前会長 林　芳 正
　　　　　衆議院議員

　　　

　山口県バドミントン協会が創立75周年を迎えられま
したこと、併せて記念誌の発行にあたり心よりお祝い
申し上げます。
　さて、50周年記念から早25年が経過しますが、その
間に平成から令和へと年号が変わり、新型コロナウイ
ルス感染症によるパンデミックやロシアによるウクラ
イナ侵攻など、社会情勢も様々変転しました。令和2
年（2020年）に開催予定となっていた東京オリンピッ
ク＆パラリンピックも、新型コロナウイルス感染症の
蔓延により開催が一年延期され、一年後の大会も史上
初の無観客での開催となりました。
　この25年間に、山口県では平成23年の山口国体をは
じめとし、全国高等学校選抜大会や全日本実業団選手
権大会、全国中学校大会、全日本高等専門学校選手権
大会等の全国大会の開催を引き受け、いずれも成功裡
に終えることができました。関係者の皆様のご努力に
対しまして、心より感謝申し上げます。
　競技力向上の面では、山口国体に向けて、平成22年
に、西京銀行に実業団チームACT SAIKYO（現株式会
社ACT SAIKYO）を立ち上げていただき、男子の宇部
興産バドミントンチーム（現UBE）とともに、「山口
県をバドミントン王国へ」を合い言葉に、山口国体で
の上位入賞を目指して、県全体の競技力の向上を牽引
していただきました。その山口国体では成年男子が見
事3位入賞を果たし、これが山口県の競技レベルが飛
躍的に向上していく契機となりました。
　特に、ジュニア世代の強化が実を結び、令和3年3月
の全国高等学校選抜大会で柳井商工女子バドミントン
部が団体の部と個人シングルスの部で悲願の全国初制
覇を成し遂げ、その夏の全国高等学校選手権大会（イ
ンターハイ）も制し、それ以降、令和7年3月の全国高
等学校選抜大会まで全国大会連続9連覇の偉業を成し
遂げています。優秀な指導者のもとに全国から選手も
集まるようになり、今後ますます活躍が期待されま
す。そして、令和5年の特別国体（鹿児島）では、皇
后杯獲得、天皇杯2位という輝かしい成績を上げるに
至っています。まさに、バドミントン王国の実現に向
けて、大きく飛躍した25年間でした。
　昨夏のパリオリンピックには山口県出身の選手も出
場しており、今後も県ゆかりの選手の大いなる活躍が
期待されるところです。バドミントンが全ての世代の
希望と可能性を育み、それぞれの健康と豊かな人生に
寄与するだけでなく、世界の平和につながることを祈
念しまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

■ご 挨 拶　　－創立75周年記念誌の発行によせて－
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第48回 全国中学校バドミントン選手権大会
（平成30年８月18日～21日 維新百年記念公園アリーナ）

山口市民館での開会式

学校対抗戦に出場の柳井工業高校

第32回 全国高等学校選抜バドミントン大会
（平成16年３月25日～28日 維新百年記念公園アリーナ）
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■グラビア

公益財団法人
　山口県スポーツ協会

　 会　長 村 岡 嗣 政

　山口県バドミントン協会が創立75周年を迎えられま
すことを、心からお祝い申し上げます。
　貴協会は、昭和25年4月に設立し、同年5月の第1回
バドミントン大会開催を皮切りに、今日まで様々な取
組によりバドミントンの普及・振興に尽力され、本県
のスポーツ振興に大きく貢献してこられました。
　とりわけ、昭和38年、平成23年の山口国体の運営を
はじめ、全国教職員大会、全国高校総合体育大会、全
国中学校大会、全日本実業団大会を誘致・開催され成
功に導かれ、全国に誇れる素晴らしい組織力、運営能
力を示していただきました。
　さらには、昭和27年にスポーツ協会の前身である山
口県体育協会に加盟するとともに指導者養成にも本格
的に着手され、生涯スポーツとしての普及はもとよ
り、競技力の向上にも尽力され、今日では「柳井商工
高等学校女子部」の全国大会連覇や「ACT SAIKYO」
のS/Jリーグでの大活躍により、バドミントン王国の地
位を築き上げられました。
　昨年の国民スポーツ大会でも天皇杯、皇后杯で連続
入賞を果たしていただき、総合順位への継続的な貢献
とともに県民の皆様に勇気と感動を与えていただいて
おります。
　また、今後は運動部活動の地域移行に向けて、子ど
もたちのスポーツ環境に課題がある中で、一貫指導体
制の構築や環境整備・課題解消に向けた研修会の開催
等、子どもたちのスポーツ機会の維持・創出に向け、
これまでに培ってこられた知見を基に更なる役割を担
っていただけると期待しております。
　こうした様々な取組により、本県におけるバドミン
トンの普及・振興を担い、長きにわたり情熱を注いで
こられた歴代会長をはじめ、関係の皆様のご尽力に心
から敬意を表するとともに感謝申し上げます。
　スポーツは、心身の健全な発達や健康・体力の保持
増進のみならず、人々に大きな夢や感動を与え、一体
感や活力を醸成し、人や地域の交流を促進するなど、
多様な力を有しています。
　山口県バドミントン協会が、この多様な力を有する
スポーツの推進役として、これまでの活動とその成果
を基にますます発展し、飛躍されることを祈念し、お
祝いの言葉といたします。

｜75th Anniversary｜4

■祝　辞



第48回 全国中学校バドミントン選手権大会
（平成30年８月18日～21日 維新百年記念公園アリーナ）
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第68回 全日本実業団バドミントン選手権大会
（平成30年７月４日～８日 キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター）

｜75th Anniversary｜ 7

開会式

男子優勝チーム  トナミ運輸

女子優勝チーム　BIPROGY

■グラビア

東日本大震災復興支援 第66回国民体育大会
（平成23年10月７日～10日 光市総合体育館）

少年男子チーム

｜75th Anniversary｜6

少年男子の試合

成年男子チーム3位入賞

成年男子の試合

少年女子の試合

成年女子の試合

■グラビア
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沿　革　史
　　バドミントンS /Jリーグ2024山口大会

（令和６年11月２日～３日 維新百年記念公園アリーナ）

津守幸介先生 叙勲を祝う会（平成22年）

｜75th Anniversary｜8

開会式

声援を送るベンチのメンバー ダブルスの試合

試合

第43回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
（令和元年８月31日～９月１日 キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター）

■グラビア
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山口県バドミントン協会の歩み
年度 会長・理事長

事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）
合宿・強化練習（強化） 備考欄

昭和21年
(1946年)

・11月2日　日本バドミントン
協会が設立される。

昭和22年
(1947年)

・小郡町大正下に友澤毅一郎が友
沢運動具店を開店。運動用具の仕
入れのため度々上京するうちにバ
ドミントンと出会う。

昭和23年
(1948年)

・友澤毅一郎によって紹介された
バドミントンに興味を持った有志
によりバドミントンクラブが結成
される。（小郡クラブの誕生）　
田中萬亀太（山口県立女子短期大
学教授）、友沢毅一郎（友沢運動
具店）、佐久間貫弌（山口高校教
諭）、藤井豊明（山口郵便局）、
末広吉朗（小郡第一病院）らが中
心メンバーになる。

・日本バドミントン協会は日
本体育協会に加盟
・第1回全日本総合選手権大会
を開催

昭和24年
(1949年)

・第4回国民体育大会（東京
都）よりバドミントン競技が
オープン種目として採用され
る。

昭和25年
(1950年)

会長：長井秋穂
　　　（山口市長）
理事長：友澤毅一郎

・4月1日　山口県バドミントン協
会が設立される。

・5月　第1回バドミントン大会が
小郡小学校で開催される。参加チ
ームは玖珂郡より河山鉱山、下関
市より大洋漁業、地元の小郡クラ
ブ、山口県鴻城中学校の4チーム
が参加する。
・7月　広田兼敏（日本バドミン
トン協会副会長）を講師に招いて
バドミントンのルールやプレーに
ついて講習会を開催する。

・第5回国民体育大会（愛知
県）より正式種目として採用
される。一般男子、一般女
子、高校男子の3種別で都道府
県対抗の形式で行われる。

昭和26年
(1951年) 理事長：佐久間寛弌

・5月　山口県バドミントン協会
結成記念大会が小郡小学校で開催
される。種目は男子単複、女子単
複の4種目で高校生、大学生、一
般が多数参加
・9月　第6回広島国体バドミント
ン競技の山口県予選会が開催さ
れ、一般男子、一般女子、高校
男子の3種別でそれぞれの単複優
勝の3名が県代表として選出され
る。
・10月　第6回広島国体へ3種別が
参加
・3月　岡山県バドミントン協会
理事長の斉藤實氏を講師に招いて
第1回山口県バドミントン指導者
講習会が山口大学教育学部講堂で
開催される。

昭和27年
(1952年)

会長：野村幸祐
　　（山口県教育長）
理事長：田中萬亀太

・4月　山口県体育協会に加盟す
る。

・6月　第1回山口県バドミントン
選手権大会が下関市で開催され
る。
・7月　中国四国県対抗バドミン
トン大会が広島県で開催され山口
県代表選手が出場する。
・11月　山口県体育大会が、一般
男女、高校男女、それぞれ個人戦
の単複8種目で開催される。
・1月　山口県バドミントン協会
主催の指導者講習会が山口市で開
催される。この年に宇部、萩、下
関、美祢、防府、厚狭等でも指導
者講習会が開催し普及にあたる。
・2月　第1回山口県都市対抗バド
ミントン大会が山口市で開催され
る。　

・国民体育大会に高校女子が
加わり、全4種別となる。
・山口県高等学校体育連盟
に、バドミントン競技が加盟
する。
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄

昭和48年
(1973年)

・6月　山口県バドミントン協会表
彰規定を施行する。

昭和49年
(1974年)

・委員会組織が発足する。指導委
員会委員長　山県保夫、審判委員
会委員長、津守幸介、広報委員会
委員長、渡辺　忠、表彰委員会委
員長、植田博宣がそれぞれ担当す
る。

昭和50年
(1975年)

・中国実業団連盟が結成され
る。

昭和51年
(1976年)

・山口県バドミントン協会専門委
員会規約を施行する。
・県協会に副理事長1名、常務理事
10名を設置する。
・山口県実業団連盟が結成され
る。7チームが所属

昭和52年
(1977年)

・8月　全日本教職員バドミント
ン選手権大会が下関市で開催され
る。

昭和53年
(1978年) 事務局長：岸野保則

昭和54年
(1979年) 理事長：津守幸介

副理事長を3名体制にする。
東部地区　渡辺　忠、中部地区　
松村哲幸、西部地区　大野倍弘が
就く。

・国民体育大会で教員男子の
部が終了

昭和55年
(1980年)

・山口県教職員バドミントン連盟
が結成される。

・8月　第1回県教職員バドミント
ン大会が小郡体育館にて開催され
る。

・国民体育大会は成年男女、
少年男女の4種別に戻り、輪番
で毎年1種別がブロック予選
なしのフリー参加となった。
・第1回中国中学校バドミント
ン選手権大会が岡山県で開催
される。

昭和57年
(1982年)

・7月　全国私立短期大学体育大
会バドミントン競技が山口市で開
催される。

・日本バドミントン協会が財
団法人となる。

昭和58年
(1983年)

・山口県バドミントン協会大会運
営規定を施行する。

昭和59年
(1984年)

・県協会に小学生担当理事を配置
する。

・第1回山口県都市対抗バドミン
トン大会が開催される。
・第1回山口県小学生バドミント
ン大会が開催される。

・第1回中国家庭婦人バドミン
トン大会が鳥取県で開催され
る。

昭和61年
(1986年)

・8月　全国高等学校総合体育大
会バドミントン競技が下関市で開
催される。開会式は下関市民会
館、競技主会場は下関市体育館
で、梅光短期大学、下関南高校、
下関商業高校、下関中央工業高校
合わせて32コートを使用する。そ
の他に練習会場用に50コート以上
必要となり近隣の小中学校、下関
市立大学、公共の体育施設を使用
する。

昭和62年
(1987年)

・ヨネックスカップ大会、ヤマハ
カップ大会を新設する。

昭和63年
(1988年)

・3月　山口県家庭婦人連盟が結成
される。

・8月　第6回全日本家庭婦人バド
ミントン大会に本県選手が初参加
する。

平成元年
(1989年) 事務局長：植田博宣

・8月　第19回全国中学校バドミ
ントン大会が山口市で開催され
る。
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄

昭和28年
(1953年)

・5月　山口県バドミントン新人
大会が山口女子短期大学で開催さ
れる。
・8月　中国四国バドミントン選
手権大会が大殿小学校講堂で開催
される。

昭和29年
(1954年)

会長：藤本菊二
　　（山口県教育長）

・国民体育大会の一般の部へ
の大学生の参加が禁止とな
る。

昭和33年
(1958年)

・第1回国体中国ブロック予選
会が開催される。

昭和34年
(1959年)

・6月　第9回全日本実業団大会に
宇部興産と山陽パルプ岩国工場が
初出場する。

・国民体育大会に教員男子が
加わり、全5種別となる。

昭和35年
(1960年)

・1月　第11回西日本バドミント
ン選手権大会が宇部市俵田翁記念
体育館で開催される。

・山口国体準備委員会が発
足。委員に藤本菊二会長が就
任する。
・山口国体種目別候補地が決
まる。バドミントン競技は下
関市開催に決定。下関市では
体育館の新設も決定

昭和36年
(1961年)

・9月　山口県体育大会の一般の
部が個人戦形式から市郡対抗の団
体戦形式に変更され開催される。
・第1回山口県・福岡県対抗団体
戦が開催される。

昭和37年
(1962年)

会長：市河八五
　（山口県議会議員）
理事長：植田博宣

・国民体育大会のプレ大会が下関
市で開催される。
・8月　山口国体の強化策の一つ
として全九州合同合宿に一般男
女・高校男女・教員男子の強化選
手が参加する。

・国体中国ブロック大会で全種
別優勝（地元岡山は不参加）
・岡山国体へ全種別で参加す
る。ブロック予選が始まって
以来全種別での参加は初とな
る。

昭和38年
(1963年)

・6月、9月　山口国体の強化合宿
を下関市で開催する。
・10月　第18回国民体育大会が下
関市で開催される。開始式で教員
男子に出場の津守幸介選手が選手
宣誓をする。天皇杯総合8位とな
る。

昭和40年
(1965年)

・山口県バドミントン協会規約を
制定する。

・岐阜国体において成年女子
が初のベスト8入賞

昭和41年
(1966年)

・事務局を下関市彦島江ノ浦江向
267－4　下関市立彦島中学校内に
変更し、担当者として津守幸介、
尾上　忠、渡辺恒輔（いずれも同
中教諭）がこれに当たる。

・第1回山口県総合選手権大会が
開催される。

昭和44年
(1969年)

・広報部を設置。初代部長に渡辺　
忠が就任する。

・第1回中国実業団バドミントン
選手権大会男子団体の部が倉吉市
で宇部興産・三井造船・岡山市役
所・国鉄後藤の4チ－ムが参加し
て開催される。宇部興産は3位

昭和45年
(1970年)

会長：林　義郎　
　　　（衆議院議員）

・5月　第2回中国実業団バドミン
トン選手権大会を下関市で開催す
る。女子団体の部が始めて設けら
れ、山陽国策パルプ岩国工場チー
ムが優勝する。
・8月　3級公認審判員認定講習会
が開催される。

昭和47年
(1972年)

・8月　第2回全国中学生バドミン
トン大会へ初出場
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄

昭和48年
(1973年)

・6月　山口県バドミントン協会表
彰規定を施行する。

昭和49年
(1974年)

・委員会組織が発足する。指導委
員会委員長　山県保夫、審判委員
会委員長、津守幸介、広報委員会
委員長、渡辺　忠、表彰委員会委
員長、植田博宣がそれぞれ担当す
る。

昭和50年
(1975年)

・中国実業団連盟が結成され
る。

昭和51年
(1976年)

・山口県バドミントン協会専門委
員会規約を施行する。
・県協会に副理事長1名、常務理事
10名を設置する。
・山口県実業団連盟が結成され
る。7チームが所属

昭和52年
(1977年)

・8月　全日本教職員バドミント
ン選手権大会が下関市で開催され
る。

昭和53年
(1978年) 事務局長：岸野保則

昭和54年
(1979年) 理事長：津守幸介

副理事長を3名体制にする。
東部地区　渡辺　忠、中部地区　
松村哲幸、西部地区　大野倍弘が
就く。

・国民体育大会で教員男子の
部が終了

昭和55年
(1980年)

・山口県教職員バドミントン連盟
が結成される。

・8月　第1回県教職員バドミント
ン大会が小郡体育館にて開催され
る。

・国民体育大会は成年男女、
少年男女の4種別に戻り、輪番
で毎年1種別がブロック予選
なしのフリー参加となった。
・第1回中国中学校バドミント
ン選手権大会が岡山県で開催
される。

昭和57年
(1982年)

・7月　全国私立短期大学体育大
会バドミントン競技が山口市で開
催される。

・日本バドミントン協会が財
団法人となる。

昭和58年
(1983年)

・山口県バドミントン協会大会運
営規定を施行する。

昭和59年
(1984年)

・県協会に小学生担当理事を配置
する。

・第1回山口県都市対抗バドミン
トン大会が開催される。
・第1回山口県小学生バドミント
ン大会が開催される。

・第1回中国家庭婦人バドミン
トン大会が鳥取県で開催され
る。

昭和61年
(1986年)

・8月　全国高等学校総合体育大
会バドミントン競技が下関市で開
催される。開会式は下関市民会
館、競技主会場は下関市体育館
で、梅光短期大学、下関南高校、
下関商業高校、下関中央工業高校
合わせて32コートを使用する。そ
の他に練習会場用に50コート以上
必要となり近隣の小中学校、下関
市立大学、公共の体育施設を使用
する。

昭和62年
(1987年)

・ヨネックスカップ大会、ヤマハ
カップ大会を新設する。

昭和63年
(1988年)

・3月　山口県家庭婦人連盟が結成
される。

・8月　第6回全日本家庭婦人バド
ミントン大会に本県選手が初参加
する。

平成元年
(1989年) 事務局長：植田博宣

・8月　第19回全国中学校バドミ
ントン大会が山口市で開催され
る。
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄
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昭和45年
(1970年)

会長：林　義郎　
　　　（衆議院議員）

・5月　第2回中国実業団バドミン
トン選手権大会を下関市で開催す
る。女子団体の部が始めて設けら
れ、山陽国策パルプ岩国工場チー
ムが優勝する。
・8月　3級公認審判員認定講習会
が開催される。

昭和47年
(1972年)

・8月　第2回全国中学生バドミン
トン大会へ初出場
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄

平成29年
(2017年)

・各地区（東部、中部、西部）で
開催していた地区大会を春季選手
権、秋季選手権とする。
・年3回開催していたレディース
大会を年1回とする。

平成30年
(2018年)

・6月　第68回全日本実業団バド
ミントン選手権大会が周南市・下
松市で開催される。
・8月　第48回全国中学校バドミ
ントン大会が山口市で開催され
る。
・各市郡協会主催大会の普及によ
り県協会主催大会への参加者が減
少したことから、春季選手権、夏
季選手権、秋季選手権、レディー
ス選手権、都市対抗、協会結成記
念、山口オープンを廃止する。
・総合選手権をオープン大会とし
て実施することとする。
・ランキング制度を廃止する。

令和元年
(2019年)

・山口県バドミントン協会倫理規
程を施行する。

・8月　第43回全日本高等専門学
校バドミントン選手権大会が周南
市で開催される。

令和2年
(2020年)

・柳井商工高等学校の女子が
高校選抜大会で団体初優勝

令和3年
(2021年)

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体で団体初優勝と
高校選抜大会で団体2連覇

令和4年
(2022年)

・12月　全国巡回バドミントン講
習会（バドミントンキャラバン）
が周南市「学び交流プラザ」で開
催される。オリンピアンの前田美
順さんの講演会等が行われ、約
170名が参加。併せてコーチ1の資
格更新も行った。

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体団体で2連覇と高
校選抜大会で団体3連覇

令和5年
(2023年) 会長：平岡英雄

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体3連覇とかごしま
特別国体で初優勝と高校選抜
大会で団体4連覇
・かごしま特別国体では成年
女子の3位と併せて種目別順位
で皇后杯獲得、天皇杯は2位と
なった。
・全国高専大会で徳山高専女
子が正式種目となって団体初
優勝

令和6年
(2024年)

・総合選手権の大会名を山口県オ
ープン選手権大会と変更する。

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体4連覇と国民スポ
ーツ大会で2連覇と高校選抜大
会で団体5連覇
・佐賀国民スポーツ大会（今
大会から大会名が国民体育大
会から改称）少年女子優勝、
成年女子は5位となり、種目別
順位で皇后杯2位、天皇杯は4
位となった。
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄

平成5年
(1993年)

・全国高専大会で宇部高専が
男子団体で初優勝

平成8年
(1996年) 事務局長：久次　優

・山口県ジュニアバドミントン連
盟が結成され、日本ジュニアバド
ミントン連盟に加盟する。

平成9年
(1997年)

会長：林　芳正
　　　（参議院議員）
理事長：三井　裕

・指導委員会を国体強化部と指導
普及部に分割する。

平成10年
(1998年)

・山口県バドミントン協会50年史
を刊行する。記念の祝賀会を小郡
で開催する。

・県総合選手権大会を東部地区・
中部地区・西部地区の持ち回り開
催とする。

平成12年
(2000年)

・中体連主催大会で使用球が
合成球から水鳥球に変更され
る。

平成14年
(2002年)

・山口県ジュニアバドミントン連
盟を山口県小学生バドミントン連
盟と改称する。

・やまぐち国体競技力向上対
策本部が設立される。国体強
化委員会発足

平成15年
(2003年)

・第2回日本バドミントンジュニ
アグランプリ2003に初参加（広島
県）
・3月　第32回全国高校選抜大会
が山口市で開催される。

平成16年
(2004年)

・3月　日本協会主催指導者講習
会を県セミナーパークで開催す
る。

平成18年
(2006年)

・国体少年の部と成年の部の強化
組織「チーム山口」を発足させ
る。
・日本スポーツマスターズ2006に
初参加（広島県）

平成22年
(2010年)

・11月　国民体育大会のプレ大会
として日本リーグ２部光大会が開
催される。

・津守幸介副会長が瑞宝双光
章を受ける。叙勲を祝う会を
山口市にて開催する。

平成23年
(2011年)

・10月　第66回国民体育大会秋季
大会が光市で開催される。

・全国高専大会で徳山高専が
男女で団体初優勝（女子は非
公式）
・日本バドミントン協会が公
益財団法人となる。

平成24年
(2012年)

理事長：久次　優
事務局長：杉山　覚

・第6回全国シニアねんりんバド
ミントン交流大会を山口市で開催
する。

・全国高専大会で徳山高専が
男女で団体連覇（女子は非公
式）

平成25年
(2013年)

・10月から11月にかけて公認指導
員（現コーチ１）養成講習会（県
内で初）が小郡町・防府市で開催
される。19名が指導員として認定
される。

平成26年
(2014年)

・第1回西京銀行チャレンジカッ
プジュニアオープン大会開催
・小学生高学年と中学生の強化組
織「チーム山口ジュニア」を発足
させる。

・全国高専大会で徳山高専が
男子が団体優勝

平成27年
(2015年)

理事長：野村義徳
事務局長：田内正彦

・山口県バドミントン協会役員定
年規程を施行する。

平成28年
(2016年)

・1月　筑波大学名誉教授阿部一
佳先生をお迎えして、周南市「学
び交流プラザ」でコーチングキャ
ンプが開催される。ジュニアから
社会人まで125名が参加。併せて
コーチ1・2の資格更新も行った。
・1月　第1回S/Jリーグ山口大会
が山口市で開催される。
・総合選手権にU16とU13の部を
新設する。
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年度 会長・理事長
事務局長 協会組織 大会・講習会開催（普及）

合宿・強化練習（強化） 備考欄
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(2019年)
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程を施行する。

・8月　第43回全日本高等専門学
校バドミントン選手権大会が周南
市で開催される。

令和2年
(2020年)

・柳井商工高等学校の女子が
高校選抜大会で団体初優勝

令和3年
(2021年)

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体で団体初優勝と
高校選抜大会で団体2連覇

令和4年
(2022年)

・12月　全国巡回バドミントン講
習会（バドミントンキャラバン）
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催される。オリンピアンの前田美
順さんの講演会等が行われ、約
170名が参加。併せてコーチ1の資
格更新も行った。

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体団体で2連覇と高
校選抜大会で団体3連覇

令和5年
(2023年) 会長：平岡英雄

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体3連覇とかごしま
特別国体で初優勝と高校選抜
大会で団体4連覇
・かごしま特別国体では成年
女子の3位と併せて種目別順位
で皇后杯獲得、天皇杯は2位と
なった。
・全国高専大会で徳山高専女
子が正式種目となって団体初
優勝

令和6年
(2024年)

・総合選手権の大会名を山口県オ
ープン選手権大会と変更する。

・柳井商工高等学校の女子が
全国高校総体4連覇と国民スポ
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平成23年
(2011年)

・10月　第66回国民体育大会秋季
大会が光市で開催される。

・全国高専大会で徳山高専が
男女で団体初優勝（女子は非
公式）
・日本バドミントン協会が公
益財団法人となる。

平成24年
(2012年)

理事長：久次　優
事務局長：杉山　覚

・第6回全国シニアねんりんバド
ミントン交流大会を山口市で開催
する。

・全国高専大会で徳山高専が
男女で団体連覇（女子は非公
式）

平成25年
(2013年)

・10月から11月にかけて公認指導
員（現コーチ１）養成講習会（県
内で初）が小郡町・防府市で開催
される。19名が指導員として認定
される。

平成26年
(2014年)

・第1回西京銀行チャレンジカッ
プジュニアオープン大会開催
・小学生高学年と中学生の強化組
織「チーム山口ジュニア」を発足
させる。

・全国高専大会で徳山高専が
男子が団体優勝

平成27年
(2015年)

理事長：野村義徳
事務局長：田内正彦

・山口県バドミントン協会役員定
年規程を施行する。

平成28年
(2016年)

・1月　筑波大学名誉教授阿部一
佳先生をお迎えして、周南市「学
び交流プラザ」でコーチングキャ
ンプが開催される。ジュニアから
社会人まで125名が参加。併せて
コーチ1・2の資格更新も行った。
・1月　第1回S/Jリーグ山口大会
が山口市で開催される。
・総合選手権にU16とU13の部を
新設する。

｜75th Anniversary｜12

■沿革史



市郡協会の歩み
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市郡協会の歩み
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■市郡協会の歩み

‖岩国市バドミントン協会‖
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‖柳井市バドミントン協会‖
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■市郡協会の歩み
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‖柳井市バドミントン協会‖
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■市郡協会の歩み
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‖熊毛郡バドミントン協会‖
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■市郡協会の歩み
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‖熊毛郡バドミントン協会‖
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■市郡協会の歩み
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‖光市バドミントン協会‖
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‖光市バドミントン協会‖
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■市郡協会の歩み
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■市郡協会の歩み
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■市郡協会の歩み



令和６年度下松市バドミントン協会役員
役職名 氏　　名 所　　属

会 　 　 長 国井　益雄

副  会  長 河村　則彦 日立笠戸

顧 　 　 問 大段　　宏 東洋鋼鈑

理  事  長 豊島　洋一 花岡ＦＢＣ

副 理 事 長 伊藤　義雄 下松クラブ

審 判 部 長 吉村　　剛 東洋鋼鈑

審判部副部長 利行　謙一 下松市役所

審判部副部長 井内　京子 スピリッツ

レディース部長 成田美智子 エンジェル

競 技 部 長 角　　和浩 下松市役所

競技部副部長 山下　恭子 フレンズ

指 導 部 長 棟居　秀行 ACT SAIKYO

指導部副部長 山平　直輝 下松市役所

常 任 理 事 松本　祐里 ミラクル

常 任 理 事 山本　美幸 エンジェル

理 　 　 事 角　　和浩 下松市役所

理 　 　 事 武内　敏寿 下松クラブ

理 　 　 事 兼行　高史 花岡ＦＢＣ

理 　 　 事 笹原　祐一 東洋鋼鈑

理 　 　 事 梅津　侑祐 日立笠戸

理 　 　 事 山中裕季子 下松同好会

理 　 　 事 有吉真由美 ショットレディース

理 　 　 事 武居　静枝 中村Ｂ．Ｃ．

理 　 　 事 倉本　恵子 下松エンジェル

理 　 　 事 利行　誓子 スピリッツ

理 　 　 事 山下　恭子 フレンズ

理 　 　 事 中村　麻裕 ACT SAIKYO

理 　 　 事 福本　翔太 華陵高等学校

理 　 　 事 廣中　陽子 中体連（末武中）

理 　 　 事 田坂愛希子 中体連（久保中）

理 　 　 事 兼行　高史 花岡ジュニア（小中）

理 　 　 事 羽山　侑二 下松ジュニア（小中）

理 　 　 事 竹光　章浩 ADVENTURE
ATTESA

監 　 　 事 中原　　繁

監 　 　 事 三奈木正紀

会 　 　 計 三奈木洋子 スピリッツ

事 務 局 長 松友　貴弘 下松市役所
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■市郡協会の歩み



令和６年度下松市バドミントン協会役員
役職名 氏　　名 所　　属

会 　 　 長 国井　益雄

副  会  長 河村　則彦 日立笠戸

顧 　 　 問 大段　　宏 東洋鋼鈑

理  事  長 豊島　洋一 花岡ＦＢＣ

副 理 事 長 伊藤　義雄 下松クラブ

審 判 部 長 吉村　　剛 東洋鋼鈑

審判部副部長 利行　謙一 下松市役所

審判部副部長 井内　京子 スピリッツ

レディース部長 成田美智子 エンジェル

競 技 部 長 角　　和浩 下松市役所

競技部副部長 山下　恭子 フレンズ

指 導 部 長 棟居　秀行 ACT SAIKYO

指導部副部長 山平　直輝 下松市役所

常 任 理 事 松本　祐里 ミラクル

常 任 理 事 山本　美幸 エンジェル

理 　 　 事 角　　和浩 下松市役所

理 　 　 事 武内　敏寿 下松クラブ

理 　 　 事 兼行　高史 花岡ＦＢＣ

理 　 　 事 笹原　祐一 東洋鋼鈑

理 　 　 事 梅津　侑祐 日立笠戸

理 　 　 事 山中裕季子 下松同好会

理 　 　 事 有吉真由美 ショットレディース

理 　 　 事 武居　静枝 中村Ｂ．Ｃ．

理 　 　 事 倉本　恵子 下松エンジェル

理 　 　 事 利行　誓子 スピリッツ

理 　 　 事 山下　恭子 フレンズ

理 　 　 事 中村　麻裕 ACT SAIKYO

理 　 　 事 福本　翔太 華陵高等学校

理 　 　 事 廣中　陽子 中体連（末武中）

理 　 　 事 田坂愛希子 中体連（久保中）

理 　 　 事 兼行　高史 花岡ジュニア（小中）

理 　 　 事 羽山　侑二 下松ジュニア（小中）

理 　 　 事 竹光　章浩 ADVENTURE
ATTESA

監 　 　 事 中原　　繁

監 　 　 事 三奈木正紀

会 　 　 計 三奈木洋子 スピリッツ

事 務 局 長 松友　貴弘 下松市役所
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‖下松市バドミントン協会‖

｜75th Anniversary｜24

■市郡協会の歩み



周南市バドミントン協会 

沿革・歴史 

 周南市バドミントン協会は、昭和 24 年頃

に浜岡静（当時徳山曹達社員）によって徳山

曹達（現トクヤマ）にバドミントンが紹介さ

れたのを機会に、26 年には徳山曹達バドミ

ントン同好会、徳山鉄板（現日鉄ステンレス）

バドミントン部、日本精蝋バドミントンク

ラブが設立されるとともに発足した。 

その後徳山市では、昭和 29 年に徳山高校

バドミントン部、41 年に出光興産バドミン

トン部、44 年に徳山工業高校バドミントン

部（現徳山商工）が設立され、さらに学校や

企業及び各地区に多くの同好会やクラブが

誕生した。2003 年には徳山市、新南陽市、

熊毛町、鹿野町の２市２町が合併し周南市

が誕生、当協会も周南市バドミントン協会

となり現在に至っている。 

令和６年２月現在の協会登録団体数は 27

団体、登録人数は 人をこえている。 

〈 歴代会長 〉※所属は就任当時 

初代会長 坂井  猛（徳山鉄板） 

２代会長 高原 正光（徳山曹達） 

３代会長 有馬  晋（徳山曹達） 

４代会長 斎藤 敦彦（徳山曹達） 

５代会長 浜岡  静（徳山曹達） 

６代会長 山本  昴（出光興産） 

７代会長 生田 喜夫（出光興産） 

８代会長 福田 修三（山口放送） 

９代会長 田村 弘實（トクヤマ） 

10 代会長  澤田 恭治（関   門）  

11 代会長 内山 正也（ﾎﾜｲﾄﾛｰｽﾞ）  

〈 歴代理事長 〉 

品田 一越 （昭和 40 年～46 年、48 年） 

生田 喜夫（昭和 47 年） 

金子 忠義 （昭和 49 年、52 年、53 年） 

大森 啓令 （昭和 50 年～51 年、54 年） 

  東 悦穂  （昭和 55 年） 

  田村 弘實（昭和 56 年～） 

  内山 正也（平成５年～） 

  西本 剛  （平成 21 年～） 

  秋元 直幸（令和元年～） 

 

役員 

会長  内山 正也 

副会長 西本  剛 

理事長 秋元 直幸 

 

活動のあゆみ 

 周南市におけるバドミントンは、当初企

業中心であったが、協会関係者によるスポ

ーツ教室開催などにより一般市民にも愛好

者が増加していった。指導者諸氏の努力で

優秀な選手育成が進められた。現在も強化

練習会、小中高生合同練習会などを行い、県

内トップレベルを維持し、幾多の選手が全

国大会、中国大会で活躍している。 

 また、大会開催については昭和 55 年に当

時徳山市市政 45 周年行事として、山口県で

最初の日本リーグ大会を開催、平成 30 年に

は、全日本実業団バドミントン選手権大会

を開催し、周南市役所、東ソー、トクヤマと

地元チームも出場し、周南市役所がベスト

32 と健闘した。  

現在も、総合スポーツセンター（ゼオンア

リーナ周南）で多くの大会が開催されるよ

うになっている。 

 

【主な大会実績】 

平成 30 年度 第 68 回全日本実業団 

バドミントン選手権大会 

  令和３年度 第 22 回中国地区シニア 

バドミントン選手権大会 

 令和４年度 バドミントン S/J リーグ 

2022 山口大会 

 令和５年度 バドミントン S/J リーグ 

2023 山口大会 

 

理事長 秋元 直幸 
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‖周南市バドミントン協会‖
周南市バドミントン協会 

沿革・歴史 

 周南市バドミントン協会は、昭和 24 年頃

に浜岡静（当時徳山曹達社員）によって徳山

曹達（現トクヤマ）にバドミントンが紹介さ

れたのを機会に、26 年には徳山曹達バドミ

ントン同好会、徳山鉄板（現日鉄ステンレス）

バドミントン部、日本精蝋バドミントンク

ラブが設立されるとともに発足した。 

その後徳山市では、昭和 29 年に徳山高校

バドミントン部、41 年に出光興産バドミン

トン部、44 年に徳山工業高校バドミントン

部（現徳山商工）が設立され、さらに学校や

企業及び各地区に多くの同好会やクラブが

誕生した。2003 年には徳山市、新南陽市、

熊毛町、鹿野町の２市２町が合併し周南市

が誕生、当協会も周南市バドミントン協会

となり現在に至っている。 

令和６年２月現在の協会登録団体数は 27

団体、登録人数は 人をこえている。 

〈 歴代会長 〉※所属は就任当時 

初代会長 坂井  猛（徳山鉄板） 

２代会長 高原 正光（徳山曹達） 

３代会長 有馬  晋（徳山曹達） 

４代会長 斎藤 敦彦（徳山曹達） 

５代会長 浜岡  静（徳山曹達） 

６代会長 山本  昴（出光興産） 

７代会長 生田 喜夫（出光興産） 

８代会長 福田 修三（山口放送） 

９代会長 田村 弘實（トクヤマ） 

10 代会長  澤田 恭治（関   門）  

11 代会長 内山 正也（ﾎﾜｲﾄﾛｰｽﾞ）  

〈 歴代理事長 〉 

品田 一越 （昭和 40 年～46 年、48 年） 

生田 喜夫（昭和 47 年） 

金子 忠義 （昭和 49 年、52 年、53 年） 

大森 啓令 （昭和 50 年～51 年、54 年） 

  東 悦穂  （昭和 55 年） 

  田村 弘實（昭和 56 年～） 

  内山 正也（平成５年～） 

  西本 剛  （平成 21 年～） 

  秋元 直幸（令和元年～） 

 

役員 

会長  内山 正也 

副会長 西本  剛 

理事長 秋元 直幸 

 

活動のあゆみ 

 周南市におけるバドミントンは、当初企

業中心であったが、協会関係者によるスポ

ーツ教室開催などにより一般市民にも愛好

者が増加していった。指導者諸氏の努力で

優秀な選手育成が進められた。現在も強化

練習会、小中高生合同練習会などを行い、県

内トップレベルを維持し、幾多の選手が全

国大会、中国大会で活躍している。 

 また、大会開催については昭和 55 年に当

時徳山市市政 45 周年行事として、山口県で

最初の日本リーグ大会を開催、平成 30 年に

は、全日本実業団バドミントン選手権大会

を開催し、周南市役所、東ソー、トクヤマと

地元チームも出場し、周南市役所がベスト

32 と健闘した。  

現在も、総合スポーツセンター（ゼオンア

リーナ周南）で多くの大会が開催されるよ

うになっている。 

 

【主な大会実績】 

平成 30 年度 第 68 回全日本実業団 

バドミントン選手権大会 

  令和３年度 第 22 回中国地区シニア 

バドミントン選手権大会 

 令和４年度 バドミントン S/J リーグ 

2022 山口大会 

 令和５年度 バドミントン S/J リーグ 

2023 山口大会 

 

理事長 秋元 直幸 
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周南市バドミントン協会 

沿革・歴史 

 周南市バドミントン協会は、昭和 24 年頃

に浜岡静（当時徳山曹達社員）によって徳山

曹達（現トクヤマ）にバドミントンが紹介さ

れたのを機会に、26 年には徳山曹達バドミ

ントン同好会、徳山鉄板（現日鉄ステンレス）

バドミントン部、日本精蝋バドミントンク

ラブが設立されるとともに発足した。 

その後徳山市では、昭和 29 年に徳山高校

バドミントン部、41 年に出光興産バドミン

トン部、44 年に徳山工業高校バドミントン

部（現徳山商工）が設立され、さらに学校や

企業及び各地区に多くの同好会やクラブが

誕生した。2003 年には徳山市、新南陽市、

熊毛町、鹿野町の２市２町が合併し周南市

が誕生、当協会も周南市バドミントン協会

となり現在に至っている。 

令和６年２月現在の協会登録団体数は 27

団体、登録人数は 人をこえている。 

〈 歴代会長 〉※所属は就任当時 

初代会長 坂井  猛（徳山鉄板） 

２代会長 高原 正光（徳山曹達） 

３代会長 有馬  晋（徳山曹達） 

４代会長 斎藤 敦彦（徳山曹達） 

５代会長 浜岡  静（徳山曹達） 

６代会長 山本  昴（出光興産） 

７代会長 生田 喜夫（出光興産） 

８代会長 福田 修三（山口放送） 

９代会長 田村 弘實（トクヤマ） 

10 代会長  澤田 恭治（関   門）  

11 代会長 内山 正也（ﾎﾜｲﾄﾛｰｽﾞ）  

〈 歴代理事長 〉 

品田 一越 （昭和 40 年～46 年、48 年） 

生田 喜夫（昭和 47 年） 

金子 忠義 （昭和 49 年、52 年、53 年） 

大森 啓令 （昭和 50 年～51 年、54 年） 

  東 悦穂  （昭和 55 年） 

  田村 弘實（昭和 56 年～） 

  内山 正也（平成５年～） 

  西本 剛  （平成 21 年～） 

  秋元 直幸（令和元年～） 

 

役員 

会長  内山 正也 

副会長 西本  剛 

理事長 秋元 直幸 

 

活動のあゆみ 

 周南市におけるバドミントンは、当初企

業中心であったが、協会関係者によるスポ

ーツ教室開催などにより一般市民にも愛好

者が増加していった。指導者諸氏の努力で

優秀な選手育成が進められた。現在も強化

練習会、小中高生合同練習会などを行い、県

内トップレベルを維持し、幾多の選手が全

国大会、中国大会で活躍している。 

 また、大会開催については昭和 55 年に当

時徳山市市政 45 周年行事として、山口県で

最初の日本リーグ大会を開催、平成 30 年に

は、全日本実業団バドミントン選手権大会

を開催し、周南市役所、東ソー、トクヤマと

地元チームも出場し、周南市役所がベスト

32 と健闘した。  

現在も、総合スポーツセンター（ゼオンア

リーナ周南）で多くの大会が開催されるよ

うになっている。 

 

【主な大会実績】 

平成 30 年度 第 68 回全日本実業団 

バドミントン選手権大会 

  令和３年度 第 22 回中国地区シニア 

バドミントン選手権大会 

 令和４年度 バドミントン S/J リーグ 

2022 山口大会 

 令和５年度 バドミントン S/J リーグ 

2023 山口大会 

 

理事長 秋元 直幸 
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〈第 49 回全国選抜バドミントン選手権大会結果
（福島県郡山市・福島市）（全国大会初優勝）〉
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山山口口県県小小学学生生ババドドミミンントトンン連連盟盟  

沿沿革革・・歴歴史史  

〈 歴代会長 〉 

・初代会長 

 林   芳正（平成 14 年～） 

・２代会長 

 山下 新一（令和４年～） 

〈 歴代理事長 〉 

・初代理事長 

 河野 敬三（平成 14 年～） 

・２代理事長 

 山下 新一（平成 20 年～） 

・３代理事長 

 石永 裕記（令和 6 年～） 

〈 発足・経緯 〉 

・昭和 59 年山口県バドミントン協会組織に 

 小学生担当理事を設置 

・山口県小学生大会の開催 

（第１回柳井市、以後下松市、下関市） 

・中国地区小学生選手権大会の開催 

（第４回下松市、以後柳井市、山口市、 

 防府市、周南市） 

 

活活動動報報告告（（平平成成 1100 年年～～令令和和６６年年））  

 昭和 59 年に山口県バドミントン協会の組

織に小学生担当理事が配置され、第１回山

口県小学生バドミントン大会が開催された。

活動開始初期の頃から以下のような要望を

出しながら少しずつ環境を整えていった。

平成８年に山口県ジュニアバドミントン連

盟が結成されると、平成 14 年には山口県小

学生バドミントン連盟と改称し活動を継続

している。 

 

〈要望〉・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ここ数年の中国地区小学生大会での現状

は、岡山をトップに広島、鳥取、島根、山口

の順にランクされている。特に、岡山は、Ｎ

クラブを中心に活発な活動がなされてお

り、全国大会でも上位クラスの選手が育っ

ている。岡山に勝てば、全国で勝てると言わ

れているほどである。また、広島では県小学

生連盟で定期的な強化練習会を実施してレ

ベルアツプを図り、市協会が力をいれてい

るＨジュニアでは、専任コ－チによる強化

策もなされている。いずれも、専門的指導者

を招き、かなりの予算をジュニア育成に充

てていると聞いている。 

 また、現在活躍している全国のトップク

ラスの選手は、ジュニア出身の選手がほと

んどである。ジュニア期からの選手育成が

強化には必要である。 

 日本バドミントン協会では、平成 12 年度

から新規事業として中学生の都道府県対抗

大会と小学生のＡＢＣ大会を開催するとい

う世界を視野に入れた方策がすでに動き出

している。 

 ところで、山口県においてはかつて優秀

なジュニアの選手がいたが、その時の指導

者の個人的な熱意による単独の選手育成に

よるものが多かった。また何をするにも全

額個人負担で、県全体のレベルを上げてい

くための活動の環境が十分とは言えなかっ

た。その状況は今日においても同じである。 

 最近では少子化傾向の中、選手数・指導者

数も減少し、活動が低迷しているのが現状

である。 

 山口県では、こうした状況を踏まえ、将来

に向けジュニア対策に力をいれるべきであ

る。それには、いろいろな考え方や方法もあ

るが、まずは、優秀なジュニア指導者を招

き、トップの選手を育てるための強化練習

会を開催することにより、中学、高校へとつ

なげていくことが必要である。また、指導者

の育成も併せておこなう必要がある。ジュ

ニア連盟としては、県協会の平成 11 年度か

らの中学生強化策に続き、平成 12 年度から

のジュニア強化対策費の予算化をぜひお願

いしたい。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この要望が実り、県協会で予算化され現
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山山口口県県小小学学生生ババドドミミンントトンン連連盟盟  

沿沿革革・・歴歴史史  

〈 歴代会長 〉 

・初代会長 

 林   芳正（平成 14 年～） 

・２代会長 

 山下 新一（令和４年～） 

〈 歴代理事長 〉 

・初代理事長 

 河野 敬三（平成 14 年～） 

・２代理事長 

 山下 新一（平成 20 年～） 

・３代理事長 

 石永 裕記（令和 6 年～） 

〈 発足・経緯 〉 

・昭和 59 年山口県バドミントン協会組織に 

 小学生担当理事を設置 

・山口県小学生大会の開催 

（第１回柳井市、以後下松市、下関市） 

・中国地区小学生選手権大会の開催 

（第４回下松市、以後柳井市、山口市、 

 防府市、周南市） 

 

活活動動報報告告（（平平成成 1100 年年～～令令和和６６年年））  

 昭和 59 年に山口県バドミントン協会の組

織に小学生担当理事が配置され、第１回山

口県小学生バドミントン大会が開催された。

活動開始初期の頃から以下のような要望を

出しながら少しずつ環境を整えていった。

平成８年に山口県ジュニアバドミントン連

盟が結成されると、平成 14 年には山口県小

学生バドミントン連盟と改称し活動を継続

している。 

 

〈要望〉・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ここ数年の中国地区小学生大会での現状

は、岡山をトップに広島、鳥取、島根、山口

の順にランクされている。特に、岡山は、Ｎ

クラブを中心に活発な活動がなされてお

り、全国大会でも上位クラスの選手が育っ

ている。岡山に勝てば、全国で勝てると言わ

れているほどである。また、広島では県小学

生連盟で定期的な強化練習会を実施してレ

ベルアツプを図り、市協会が力をいれてい

るＨジュニアでは、専任コ－チによる強化

策もなされている。いずれも、専門的指導者

を招き、かなりの予算をジュニア育成に充

てていると聞いている。 

 また、現在活躍している全国のトップク

ラスの選手は、ジュニア出身の選手がほと

んどである。ジュニア期からの選手育成が

強化には必要である。 

 日本バドミントン協会では、平成 12 年度

から新規事業として中学生の都道府県対抗

大会と小学生のＡＢＣ大会を開催するとい

う世界を視野に入れた方策がすでに動き出

している。 

 ところで、山口県においてはかつて優秀

なジュニアの選手がいたが、その時の指導

者の個人的な熱意による単独の選手育成に

よるものが多かった。また何をするにも全

額個人負担で、県全体のレベルを上げてい

くための活動の環境が十分とは言えなかっ

た。その状況は今日においても同じである。 

 最近では少子化傾向の中、選手数・指導者

数も減少し、活動が低迷しているのが現状

である。 

 山口県では、こうした状況を踏まえ、将来

に向けジュニア対策に力をいれるべきであ

る。それには、いろいろな考え方や方法もあ

るが、まずは、優秀なジュニア指導者を招

き、トップの選手を育てるための強化練習

会を開催することにより、中学、高校へとつ

なげていくことが必要である。また、指導者

の育成も併せておこなう必要がある。ジュ

ニア連盟としては、県協会の平成 11 年度か

らの中学生強化策に続き、平成 12 年度から

のジュニア強化対策費の予算化をぜひお願

いしたい。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この要望が実り、県協会で予算化され現
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山山口口県県小小学学生生ババドドミミンントトンン連連盟盟  

沿沿革革・・歴歴史史  

〈 歴代会長 〉 

・初代会長 

 林   芳正（平成 14 年～） 

・２代会長 

 山下 新一（令和４年～） 

〈 歴代理事長 〉 

・初代理事長 

 河野 敬三（平成 14 年～） 

・２代理事長 

 山下 新一（平成 20 年～） 

・３代理事長 

 石永 裕記（令和 6 年～） 

〈 発足・経緯 〉 

・昭和 59 年山口県バドミントン協会組織に 

 小学生担当理事を設置 

・山口県小学生大会の開催 

（第１回柳井市、以後下松市、下関市） 

・中国地区小学生選手権大会の開催 

（第４回下松市、以後柳井市、山口市、 

 防府市、周南市） 

 

活活動動報報告告（（平平成成 1100 年年～～令令和和６６年年））  

 昭和 59 年に山口県バドミントン協会の組

織に小学生担当理事が配置され、第１回山

口県小学生バドミントン大会が開催された。

活動開始初期の頃から以下のような要望を

出しながら少しずつ環境を整えていった。

平成８年に山口県ジュニアバドミントン連

盟が結成されると、平成 14 年には山口県小

学生バドミントン連盟と改称し活動を継続

している。 

 

〈要望〉・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ここ数年の中国地区小学生大会での現状

は、岡山をトップに広島、鳥取、島根、山口

の順にランクされている。特に、岡山は、Ｎ

クラブを中心に活発な活動がなされてお

り、全国大会でも上位クラスの選手が育っ

ている。岡山に勝てば、全国で勝てると言わ

れているほどである。また、広島では県小学

生連盟で定期的な強化練習会を実施してレ

ベルアツプを図り、市協会が力をいれてい

るＨジュニアでは、専任コ－チによる強化

策もなされている。いずれも、専門的指導者

を招き、かなりの予算をジュニア育成に充

てていると聞いている。 

 また、現在活躍している全国のトップク

ラスの選手は、ジュニア出身の選手がほと

んどである。ジュニア期からの選手育成が

強化には必要である。 

 日本バドミントン協会では、平成 12 年度

から新規事業として中学生の都道府県対抗

大会と小学生のＡＢＣ大会を開催するとい

う世界を視野に入れた方策がすでに動き出

している。 

 ところで、山口県においてはかつて優秀

なジュニアの選手がいたが、その時の指導

者の個人的な熱意による単独の選手育成に

よるものが多かった。また何をするにも全

額個人負担で、県全体のレベルを上げてい

くための活動の環境が十分とは言えなかっ

た。その状況は今日においても同じである。 

 最近では少子化傾向の中、選手数・指導者

数も減少し、活動が低迷しているのが現状

である。 

 山口県では、こうした状況を踏まえ、将来

に向けジュニア対策に力をいれるべきであ

る。それには、いろいろな考え方や方法もあ

るが、まずは、優秀なジュニア指導者を招

き、トップの選手を育てるための強化練習

会を開催することにより、中学、高校へとつ

なげていくことが必要である。また、指導者

の育成も併せておこなう必要がある。ジュ

ニア連盟としては、県協会の平成 11 年度か

らの中学生強化策に続き、平成 12 年度から

のジュニア強化対策費の予算化をぜひお願

いしたい。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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〈 歴代会長 〉 

・初代会長 

 林   芳正（平成 14 年～） 

・２代会長 

 山下 新一（令和４年～） 

〈 歴代理事長 〉 

・初代理事長 

 河野 敬三（平成 14 年～） 

・２代理事長 

 山下 新一（平成 20 年～） 

・３代理事長 

 石永 裕記（令和 6 年～） 

〈 発足・経緯 〉 

・昭和 59 年山口県バドミントン協会組織に 

 小学生担当理事を設置 

・山口県小学生大会の開催 

（第１回柳井市、以後下松市、下関市） 

・中国地区小学生選手権大会の開催 

（第４回下松市、以後柳井市、山口市、 

 防府市、周南市） 

 

活活動動報報告告（（平平成成 1100 年年～～令令和和６６年年））  

 昭和 59 年に山口県バドミントン協会の組

織に小学生担当理事が配置され、第１回山

口県小学生バドミントン大会が開催された。

活動開始初期の頃から以下のような要望を

出しながら少しずつ環境を整えていった。

平成８年に山口県ジュニアバドミントン連

盟が結成されると、平成 14 年には山口県小

学生バドミントン連盟と改称し活動を継続

している。 

 

〈要望〉・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ここ数年の中国地区小学生大会での現状

は、岡山をトップに広島、鳥取、島根、山口

の順にランクされている。特に、岡山は、Ｎ

クラブを中心に活発な活動がなされてお

り、全国大会でも上位クラスの選手が育っ

ている。岡山に勝てば、全国で勝てると言わ

れているほどである。また、広島では県小学

生連盟で定期的な強化練習会を実施してレ

ベルアツプを図り、市協会が力をいれてい

るＨジュニアでは、専任コ－チによる強化

策もなされている。いずれも、専門的指導者

を招き、かなりの予算をジュニア育成に充

てていると聞いている。 

 また、現在活躍している全国のトップク

ラスの選手は、ジュニア出身の選手がほと

んどである。ジュニア期からの選手育成が

強化には必要である。 

 日本バドミントン協会では、平成 12 年度

から新規事業として中学生の都道府県対抗

大会と小学生のＡＢＣ大会を開催するとい

う世界を視野に入れた方策がすでに動き出

している。 

 ところで、山口県においてはかつて優秀

なジュニアの選手がいたが、その時の指導

者の個人的な熱意による単独の選手育成に

よるものが多かった。また何をするにも全

額個人負担で、県全体のレベルを上げてい

くための活動の環境が十分とは言えなかっ

た。その状況は今日においても同じである。 

 最近では少子化傾向の中、選手数・指導者

数も減少し、活動が低迷しているのが現状

である。 

 山口県では、こうした状況を踏まえ、将来

に向けジュニア対策に力をいれるべきであ

る。それには、いろいろな考え方や方法もあ

るが、まずは、優秀なジュニア指導者を招

き、トップの選手を育てるための強化練習

会を開催することにより、中学、高校へとつ

なげていくことが必要である。また、指導者

の育成も併せておこなう必要がある。ジュ

ニア連盟としては、県協会の平成 11 年度か

らの中学生強化策に続き、平成 12 年度から

のジュニア強化対策費の予算化をぜひお願

いしたい。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この要望が実り、県協会で予算化され現
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在に至っている。平成 14 年度には、名称も

全国の歩調に合わせ「山口県小学生バドミ

ントン連盟」と変更することとなった。さら

に普及と強化を図るために、山口県独自の

錬成会を継続し活性化を図っている。その

特色は、柳井市バドミントン協会の歩みの

中に詳細に記載しているので省略する。ま

た、事業としても時期に応じて全国大会予

選・中国大会予選を実施し、錬成会と県内大

会がバランスよく回るように配置をしてい

る。中国大会の会場について県内開催地は

現状として３会場しかないが、その運営面

では県協会、市協会及び小学生連盟が一体

となり組織的に協力する体制ができてい

る。 

 ただ、登録人数は、最近やや減少化傾向に

ある。普及のためには登録者数を増やすこ

とが必要であり、さらに低学年のための練

習会が必要と考えている。中国地区では発

足当初から４年生以下の合宿を開催してお

り、山口県からも毎年選手を派遣している。

令和４年度からは県内として独自の練習会

を開催し、継続していくことにしている。さ

らに５・６年生の強化についてはチ－ム山

口ジュニアと連携をとつて強化を続けてい

る。 

 もう一つの特色ある活動として、西京銀

行チャレンジカップ・ジュニアオ－プン大

会がある。西京銀行地域支援部の物心両面

のご支援により、この大会を平成 27 年度か

ら開催している。「子どもたちによる手作り

の大会」として好評を得ており、種別も山口

県方式の ABCD のクラスに分けて子どもたち

が自身のレベルに応じて参加しやすいよう

に、またチャレンジ精神の育成ができるよ

うに設定している。今後もこの大会は山口

県小学生連盟の中心事業として継続してい

く予定である。 

 役員体制も平成 25 年度から常務理事とし

て競技部・強化部・総務部を設置し、それぞ

れの部長を中心に連盟の運営に携わってき

た。さらに令和３年度から常務理事を６人

とし、事業運営面での役割分担を整備した。

新型コロナ感染症対策としての新しい大会

様式も定着化した。今後も「安全な環境作

り」と「強さと道徳心を備えた選手の育成」

に努め、「バドミントン王国・山口」に寄与

していきたい。 

将将来来のの展展望望  

山口県の小学生指導者の特色は、どのク

ラブの子どもたちにも分け隔てなくアドバ

イスや指導をしていただいているところで

ある。このような環境の基で地域から愛さ

れる選手の育成がなされれば、将来地元に

カムバックできる土壌もあり、更にはより

よい社会の実現に向けてあらゆる分野に大

いに寄与できると思う。目標は、「楽しく・

強く・礼儀正しく」を基本とし、道徳心や敬

恕の念を備えた人間づくりであるが、最終

的には子どもたちが幸せになることを願っ

ている。こつこつと地味ながら山口県とし

て特色ある活動を全国に発信していきたい

と思っている。「万里一空」のごとく皆で力

を合わせ継続し、質の高い活動に向けて一

層の皆様のご支援とご協力をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活活動動・・経経過過  

（大会・成績） 

１１  全全国国小小学学生生 AABBCC 大大会会  

 第３回 ＧＢ３位 河村美咲 

 第５回 ＧＡ５位 河村美咲 

 第６回 ＢＢ３位 保木卓朗 

 第７回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＧＣ１位 岩永 鈴 

 第 15 回 ＢＣ５位 棟居 樟 

 第 17 回 ＧＡ５位 金廣真季 

 第 20 回 ＧＣ５位 古田夏美 

 第 23 回 ＧＡ５位 松村柑奈 

 

２２  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会団団体体戦戦  

 第 25 回 女子５位 

 金廣真季・新見桃芭・及川歩・ 

相本珠杏・津畑朱音・橘良侑 

  

３３  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会個個人人戦戦  

 第４回 ６ＢＤ５位 広中良章・好村正輝 

 第 13 回６ＧＳ３位 河村美咲 

 第 23 回６ＧＳ３位 金廣美希 

 第 25 回６ＧＤ３位 新見桃芭・及川 歩 

 

４４  若若葉葉カカッッププ全全国国小小学学生生大大会会  

 第 35 回 女子５位 下松ジュニア 

 徳本 舞・久野結愛・羽山心陽・ 

古田紗也・井上美穂・田村心音 

 第 37 回 女子３位 下松ジュニア 

 内山 欄・羽山心陽・井上美穂・ 

 田村心音・古田紗也・古田夏美 

 

５５  中中国国地地区区小小学学生生選選手手権権大大会会  

第１回 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

第３回 

ＢＳ１位  柳 孝三 

ＢＤ１位  中山 整・叶井政之 

ＧＳ１位  山内雅恵 

ＧＤ１位  木村真澄・山野井優子 

第４回 

ＢＳ１位   河村和美 

ＧＳ１位  山内雅恵 

第６回 

ＢＳ１位    増田敏雄 

ＢＤ１位    浜田享幸・日塚洋一 

ＧＳ１位     松中満美 

第 10 回 

ＢＤ１位   高橋健二・水津諒一 

第 17 回 

４ＧＳ１位 瀬戸口奈菜 

第 19 回 

４ＧＳ１位 河村美咲 

第 20 回 

５ＧＳ１位 河村美咲 

第 21 回 

６ＧＳ１位 河村美咲 

５ＧＳ１位 久保汐莉那 

４ＢＤ１位 保木卓朗・山下智史 

第 22 回 

６ＢＳ１位 飛高健太郎 

６ＧＳ１位 久保汐莉那 

４ＢＳ１位 保木卓朗 

第 23 回 

５ＢＳ１位 保木卓朗 

４ＧＳ１位 山田愛美 

第 24 回 

６ＢＳ１位 保木卓朗 

第 26 回 

６ＢＳ１位 岩永 廉 

５ＢＳ１位 森永雅弘 

第 28 回 

６ＢＤ１位 藤川歩武・中尾匡輝 

第 30 回 

６ＧＳ１位 藤川侑芽 

５ＢＤ１位 高橋尚也・浅原大暉 

４ＢＳ１位 永田拓己 

４ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 

第 31 回 

６ＢＤ１位 高橋尚也・浅原大暉 

６ＧＳ１位 金廣美希 

５ＧＳ１位 水津愛美 

５ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 

４ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

第 32 回 

６ＧＳ１位 水津愛美 

６ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 
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在に至っている。平成 14 年度には、名称も

全国の歩調に合わせ「山口県小学生バドミ

ントン連盟」と変更することとなった。さら

に普及と強化を図るために、山口県独自の

錬成会を継続し活性化を図っている。その

特色は、柳井市バドミントン協会の歩みの

中に詳細に記載しているので省略する。ま

た、事業としても時期に応じて全国大会予

選・中国大会予選を実施し、錬成会と県内大

会がバランスよく回るように配置をしてい

る。中国大会の会場について県内開催地は

現状として３会場しかないが、その運営面

では県協会、市協会及び小学生連盟が一体

となり組織的に協力する体制ができてい

る。 

 ただ、登録人数は、最近やや減少化傾向に

ある。普及のためには登録者数を増やすこ

とが必要であり、さらに低学年のための練

習会が必要と考えている。中国地区では発

足当初から４年生以下の合宿を開催してお

り、山口県からも毎年選手を派遣している。

令和４年度からは県内として独自の練習会

を開催し、継続していくことにしている。さ

らに５・６年生の強化についてはチ－ム山

口ジュニアと連携をとつて強化を続けてい

る。 

 もう一つの特色ある活動として、西京銀

行チャレンジカップ・ジュニアオ－プン大

会がある。西京銀行地域支援部の物心両面

のご支援により、この大会を平成 27 年度か

ら開催している。「子どもたちによる手作り

の大会」として好評を得ており、種別も山口

県方式の ABCD のクラスに分けて子どもたち

が自身のレベルに応じて参加しやすいよう

に、またチャレンジ精神の育成ができるよ

うに設定している。今後もこの大会は山口

県小学生連盟の中心事業として継続してい

く予定である。 

 役員体制も平成 25 年度から常務理事とし

て競技部・強化部・総務部を設置し、それぞ

れの部長を中心に連盟の運営に携わってき

た。さらに令和３年度から常務理事を６人

とし、事業運営面での役割分担を整備した。

新型コロナ感染症対策としての新しい大会

様式も定着化した。今後も「安全な環境作

り」と「強さと道徳心を備えた選手の育成」

に努め、「バドミントン王国・山口」に寄与

していきたい。 

将将来来のの展展望望  

山口県の小学生指導者の特色は、どのク

ラブの子どもたちにも分け隔てなくアドバ

イスや指導をしていただいているところで

ある。このような環境の基で地域から愛さ

れる選手の育成がなされれば、将来地元に

カムバックできる土壌もあり、更にはより

よい社会の実現に向けてあらゆる分野に大

いに寄与できると思う。目標は、「楽しく・

強く・礼儀正しく」を基本とし、道徳心や敬

恕の念を備えた人間づくりであるが、最終

的には子どもたちが幸せになることを願っ

ている。こつこつと地味ながら山口県とし

て特色ある活動を全国に発信していきたい

と思っている。「万里一空」のごとく皆で力

を合わせ継続し、質の高い活動に向けて一

層の皆様のご支援とご協力をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活活動動・・経経過過  

（大会・成績） 

１１  全全国国小小学学生生 AABBCC 大大会会  

 第３回 ＧＢ３位 河村美咲 

 第５回 ＧＡ５位 河村美咲 

 第６回 ＢＢ３位 保木卓朗 

 第７回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＧＣ１位 岩永 鈴 

 第 15 回 ＢＣ５位 棟居 樟 

 第 17 回 ＧＡ５位 金廣真季 

 第 20 回 ＧＣ５位 古田夏美 

 第 23 回 ＧＡ５位 松村柑奈 

 

２２  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会団団体体戦戦  

 第 25 回 女子５位 

 金廣真季・新見桃芭・及川歩・ 

相本珠杏・津畑朱音・橘良侑 

  

３３  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会個個人人戦戦  

 第４回 ６ＢＤ５位 広中良章・好村正輝 

 第 13 回６ＧＳ３位 河村美咲 

 第 23 回６ＧＳ３位 金廣美希 

 第 25 回６ＧＤ３位 新見桃芭・及川 歩 

 

４４  若若葉葉カカッッププ全全国国小小学学生生大大会会  

 第 35 回 女子５位 下松ジュニア 

 徳本 舞・久野結愛・羽山心陽・ 

古田紗也・井上美穂・田村心音 

 第 37 回 女子３位 下松ジュニア 

 内山 欄・羽山心陽・井上美穂・ 

 田村心音・古田紗也・古田夏美 

 

５５  中中国国地地区区小小学学生生選選手手権権大大会会  

第１回 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

第３回 

ＢＳ１位  柳 孝三 

ＢＤ１位  中山 整・叶井政之 

ＧＳ１位  山内雅恵 

ＧＤ１位  木村真澄・山野井優子 

第４回 

ＢＳ１位   河村和美 

ＧＳ１位  山内雅恵 

第６回 

ＢＳ１位    増田敏雄 

ＢＤ１位    浜田享幸・日塚洋一 

ＧＳ１位     松中満美 

第 10 回 

ＢＤ１位   高橋健二・水津諒一 

第 17 回 

４ＧＳ１位 瀬戸口奈菜 
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４ＧＳ１位 河村美咲 

第 20 回 
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第 21 回 

６ＧＳ１位 河村美咲 
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４ＢＤ１位 保木卓朗・山下智史 

第 22 回 

６ＢＳ１位 飛高健太郎 

６ＧＳ１位 久保汐莉那 

４ＢＳ１位 保木卓朗 

第 23 回 

５ＢＳ１位 保木卓朗 

４ＧＳ１位 山田愛美 

第 24 回 

６ＢＳ１位 保木卓朗 
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第 28 回 
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■専門部・連盟の歩み
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ントン連盟」と変更することとなった。さら

に普及と強化を図るために、山口県独自の

錬成会を継続し活性化を図っている。その

特色は、柳井市バドミントン協会の歩みの

中に詳細に記載しているので省略する。ま
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会がある。西京銀行地域支援部の物心両面

のご支援により、この大会を平成 27 年度か

ら開催している。「子どもたちによる手作り

の大会」として好評を得ており、種別も山口

県方式の ABCD のクラスに分けて子どもたち

が自身のレベルに応じて参加しやすいよう
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していきたい。 

将将来来のの展展望望  

山口県の小学生指導者の特色は、どのク

ラブの子どもたちにも分け隔てなくアドバ
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強く・礼儀正しく」を基本とし、道徳心や敬

恕の念を備えた人間づくりであるが、最終

的には子どもたちが幸せになることを願っ

ている。こつこつと地味ながら山口県とし

て特色ある活動を全国に発信していきたい

と思っている。「万里一空」のごとく皆で力
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が自身のレベルに応じて参加しやすいよう

に、またチャレンジ精神の育成ができるよ

うに設定している。今後もこの大会は山口

県小学生連盟の中心事業として継続してい

く予定である。 

 役員体制も平成 25 年度から常務理事とし

て競技部・強化部・総務部を設置し、それぞ

れの部長を中心に連盟の運営に携わってき

た。さらに令和３年度から常務理事を６人

とし、事業運営面での役割分担を整備した。

新型コロナ感染症対策としての新しい大会

様式も定着化した。今後も「安全な環境作

り」と「強さと道徳心を備えた選手の育成」

に努め、「バドミントン王国・山口」に寄与
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 第７回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＢＡ５位 保木卓朗 

 第８回 ＧＣ１位 岩永 鈴 

 第 15 回 ＢＣ５位 棟居 樟 

 第 17 回 ＧＡ５位 金廣真季 

 第 20 回 ＧＣ５位 古田夏美 

 第 23 回 ＧＡ５位 松村柑奈 

 

２２  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会団団体体戦戦  

 第 25 回 女子５位 

 金廣真季・新見桃芭・及川歩・ 

相本珠杏・津畑朱音・橘良侑 

  

３３  全全国国小小学学生生選選手手権権大大会会個個人人戦戦  

 第４回 ６ＢＤ５位 広中良章・好村正輝 

 第 13 回６ＧＳ３位 河村美咲 

 第 23 回６ＧＳ３位 金廣美希 

 第 25 回６ＧＤ３位 新見桃芭・及川 歩 

 

４４  若若葉葉カカッッププ全全国国小小学学生生大大会会  

 第 35 回 女子５位 下松ジュニア 

 徳本 舞・久野結愛・羽山心陽・ 

古田紗也・井上美穂・田村心音 

 第 37 回 女子３位 下松ジュニア 

 内山 欄・羽山心陽・井上美穂・ 

 田村心音・古田紗也・古田夏美 

 

５５  中中国国地地区区小小学学生生選選手手権権大大会会  

第１回 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

第３回 

ＢＳ１位  柳 孝三 

ＢＤ１位  中山 整・叶井政之 

ＧＳ１位  山内雅恵 

ＧＤ１位  木村真澄・山野井優子 

第４回 

ＢＳ１位   河村和美 

ＧＳ１位  山内雅恵 

第６回 

ＢＳ１位    増田敏雄 

ＢＤ１位    浜田享幸・日塚洋一 

ＧＳ１位     松中満美 

第 10 回 

ＢＤ１位   高橋健二・水津諒一 

第 17 回 

４ＧＳ１位 瀬戸口奈菜 

第 19 回 

４ＧＳ１位 河村美咲 

第 20 回 

５ＧＳ１位 河村美咲 

第 21 回 

６ＧＳ１位 河村美咲 

５ＧＳ１位 久保汐莉那 

４ＢＤ１位 保木卓朗・山下智史 

第 22 回 

６ＢＳ１位 飛高健太郎 

６ＧＳ１位 久保汐莉那 

４ＢＳ１位 保木卓朗 

第 23 回 

５ＢＳ１位 保木卓朗 

４ＧＳ１位 山田愛美 

第 24 回 

６ＢＳ１位 保木卓朗 

第 26 回 

６ＢＳ１位 岩永 廉 

５ＢＳ１位 森永雅弘 

第 28 回 

６ＢＤ１位 藤川歩武・中尾匡輝 

第 30 回 

６ＧＳ１位 藤川侑芽 

５ＢＤ１位 高橋尚也・浅原大暉 

４ＢＳ１位 永田拓己 

４ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 

第 31 回 

６ＢＤ１位 高橋尚也・浅原大暉 

６ＧＳ１位 金廣美希 

５ＧＳ１位 水津愛美 

５ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 

４ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

第 32 回 

６ＧＳ１位 水津愛美 

６ＧＤ１位 川岡 萌・吉松佳純 
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第 33 回 

６ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

５ＧＤ１位 兵頭蒼季・述金玲音 

４ＧＤ１位 古田志穂・林 知衣奈 

第 35 回 

６ＢＳ１位 棟居 樟 

第 36 回 

５ＧＳ１位 本田花笑 

４ＧＤ１位 古田紗也・内山 欄 

令和２年度(代替大会) 

４ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

令和３年度(代替大会) 

５ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

第 39 回 

６ＧＳ１位 松村柑奈 

５ＧＳ１位 古田夏美 

４ＧＤ１位 安藤里桜・久野紗良 

第 40 回 

４ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

第 41 回 

５ＧＳ１位 好村 唯 

４ＧＳ１位 山田楓叶 

５ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

５ＧＤ１位 菅 香穂・小田花愛 

 

６６  山山口口県県小小学学生生大大会会（（選選手手権権のの部部））  

昭和 59 年度 

 ＢＳ１位 棟居秀行 

ＢＳ２位 髙井 賢 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

 ＧＳ１位 山内映美 

ＧＳ２位 藤本恵美 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 60 年度 

 ＢＳ１位 沖山勝美 

ＢＳ２位 相本浩一 

 ＢＤ１位 大田了啓・松中誉樹 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 61 年度 

 ＢＳ１位 柳 孝三 

ＢＳ２位 松中誉樹 

 ＢＤ１位 中山 整・叶井孝博 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 木村真澄・山野井優子 

昭和 62 年度 

 ＢＳ１位 松中誉樹 

ＢＳ２位 河村和美 

 ＢＤ１位 大田啓文・山野井幸治 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 伊藤久美 

 ＧＤ１位 西村知加子・松中満美 

昭和 63 年度 

 ＢＳ１位 山野井幸治 

ＢＳ２位 増田敏雄 

 ＢＤ１位 河津雅広・沖原雅和 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 吉村 恵 

 ＧＤ１位 田村恭子・寒竹優子 

平成元年度 

 ＢＳ１位 増田敏雄 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 浜田享幸・日塚洋一 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 松山麻美 

 ＧＤ１位 河村智子・中島麻奈美 

平成２年度 

 ＢＳ１位 沖原雅和 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 米川真司・石田健太 

 ＧＳ１位 青山祐子 

ＧＳ２位 玉井宏美 

 ＧＤ１位 田中末香・青見真紀 

平成３年度 

 ＢＳ１位 石山健太郎 

ＢＳ２位  石田剛史 

 ＢＤ１位  林 純自・往長孝治 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  青見真紀 

 ＧＤ１位  原田祐子・古田由紀 

平成４年度 

 ＢＳ１位  山本純平 

ＢＳ２位  往長孝治 

 ＢＤ１位  石田剛史・岩本健一郎 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  水津恵美子 

 ＧＤ１位  青柳てるや・原谷みち代 

平成５年度 

 ＢＳ１位  沖原健司 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  水津諒一・高橋健二 

 ＧＳ１位  藤井麻美 

ＧＳ２位  原谷みち代 

 ＧＤ１位  花田優子・山賀由佳里 

平成６年度 

 ＢＳ１位  水津諒一 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  河本裕樹・河村 允 

 ＧＳ１位  河近裕子 

ＧＳ２位  西村郁美 

 ＧＤ１位  吉本理恵・有田美恵子 

平成７年度 

 ＢＳ１位  竹光章浩 

ＢＳ２位  窓原 徹 

 ＢＤ１位  広中良章・好村正輝 

 ＧＳ１位  梅田京子 

ＧＳ２位  松繁依里 

 ＧＤ１位  山崎志帆・竹内沙織 

平成８年度 

 ＢＳ１位  山縣圭太 

ＢＳ２位  上野光太郎 

 ＢＤ１位  利行謙一・久次雄一 

 ＧＳ１位  松尾杏澄 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  福田絵理子・相本真紀 

平成９年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  山平康太・河野亮輔 

 ＧＳ１位  末長 南 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  実近愛子・青見知英 

平成 10 年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  橋本侑二・兼行高史 

 ＧＳ１位  横沼麻美 

ＧＳ２位  岡崎涼子 

 ＧＤ１位  藤井沙織・瀬戸口沙貴 

平成 11 年度 

 ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  吉村太陽 

 ＢＤ１位  松中誉樹・石原大資 

 ＧＳ１位  紙川美津恵 

ＧＳ２位  弘津志保里 

 ＧＤ１位  実近桃代・上原有紗 

平成 12 年度 

ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  末成俊宏 

ＢＤ１位   三木鹿太郎・鈴木 瑛裕 

 ＧＳ１位  弘津志保里 

ＧＳ２位  沖堀桐子 

 ＧＤ１位  山下朋子・逸見雪乃 

平成 13 年度 

 ６ＢＳ１位 吉本直樹 

６ＢＳ２位 上原将馬 

ＢＤ１位    吉本直樹・上原将馬 

 ６ＧＳ１位 花本陽菜 

６ＧＳ２位 瀬戸口奈菜 

 ＧＤ１位  花本陽菜・逸見奈月 

平成 14 年度 

 ６ＢＳ１位 伊藤勝広 

 ６ＢＳ２位 青見将吾 

ＢＤ１位  伊藤勝広・青見将吾 

 ６ＧＳ１位 瀬戸内奈菜 

 ６ＧＳ２位 河村彩香 

ＧＤ１位  河村彩香・河村美咲 

平成 15 年度 

 ６ＢＳ１位 田村美輝 

 ６ＢＳ２位 田村 翼 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 兼清由香理 
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第 33 回 

６ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

５ＧＤ１位 兵頭蒼季・述金玲音 

４ＧＤ１位 古田志穂・林 知衣奈 

第 35 回 

６ＢＳ１位 棟居 樟 

第 36 回 

５ＧＳ１位 本田花笑 

４ＧＤ１位 古田紗也・内山 欄 

令和２年度(代替大会) 

４ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

令和３年度(代替大会) 

５ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

第 39 回 

６ＧＳ１位 松村柑奈 

５ＧＳ１位 古田夏美 

４ＧＤ１位 安藤里桜・久野紗良 

第 40 回 

４ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

第 41 回 

５ＧＳ１位 好村 唯 

４ＧＳ１位 山田楓叶 

５ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

５ＧＤ１位 菅 香穂・小田花愛 

 

６６  山山口口県県小小学学生生大大会会（（選選手手権権のの部部））  

昭和 59 年度 

 ＢＳ１位 棟居秀行 

ＢＳ２位 髙井 賢 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

 ＧＳ１位 山内映美 

ＧＳ２位 藤本恵美 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 60 年度 

 ＢＳ１位 沖山勝美 

ＢＳ２位 相本浩一 

 ＢＤ１位 大田了啓・松中誉樹 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 61 年度 

 ＢＳ１位 柳 孝三 

ＢＳ２位 松中誉樹 

 ＢＤ１位 中山 整・叶井孝博 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 木村真澄・山野井優子 

昭和 62 年度 

 ＢＳ１位 松中誉樹 

ＢＳ２位 河村和美 

 ＢＤ１位 大田啓文・山野井幸治 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 伊藤久美 

 ＧＤ１位 西村知加子・松中満美 

昭和 63 年度 

 ＢＳ１位 山野井幸治 

ＢＳ２位 増田敏雄 

 ＢＤ１位 河津雅広・沖原雅和 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 吉村 恵 

 ＧＤ１位 田村恭子・寒竹優子 

平成元年度 

 ＢＳ１位 増田敏雄 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 浜田享幸・日塚洋一 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 松山麻美 

 ＧＤ１位 河村智子・中島麻奈美 

平成２年度 

 ＢＳ１位 沖原雅和 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 米川真司・石田健太 

 ＧＳ１位 青山祐子 

ＧＳ２位 玉井宏美 

 ＧＤ１位 田中末香・青見真紀 

平成３年度 

 ＢＳ１位 石山健太郎 

ＢＳ２位  石田剛史 

 ＢＤ１位  林 純自・往長孝治 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  青見真紀 

 ＧＤ１位  原田祐子・古田由紀 

平成４年度 

 ＢＳ１位  山本純平 

ＢＳ２位  往長孝治 

 ＢＤ１位  石田剛史・岩本健一郎 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  水津恵美子 

 ＧＤ１位  青柳てるや・原谷みち代 

平成５年度 

 ＢＳ１位  沖原健司 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  水津諒一・高橋健二 

 ＧＳ１位  藤井麻美 

ＧＳ２位  原谷みち代 

 ＧＤ１位  花田優子・山賀由佳里 

平成６年度 

 ＢＳ１位  水津諒一 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  河本裕樹・河村 允 

 ＧＳ１位  河近裕子 

ＧＳ２位  西村郁美 

 ＧＤ１位  吉本理恵・有田美恵子 

平成７年度 

 ＢＳ１位  竹光章浩 

ＢＳ２位  窓原 徹 

 ＢＤ１位  広中良章・好村正輝 

 ＧＳ１位  梅田京子 

ＧＳ２位  松繁依里 

 ＧＤ１位  山崎志帆・竹内沙織 

平成８年度 

 ＢＳ１位  山縣圭太 

ＢＳ２位  上野光太郎 

 ＢＤ１位  利行謙一・久次雄一 

 ＧＳ１位  松尾杏澄 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  福田絵理子・相本真紀 

平成９年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  山平康太・河野亮輔 

 ＧＳ１位  末長 南 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  実近愛子・青見知英 

平成 10 年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  橋本侑二・兼行高史 

 ＧＳ１位  横沼麻美 

ＧＳ２位  岡崎涼子 

 ＧＤ１位  藤井沙織・瀬戸口沙貴 

平成 11 年度 

 ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  吉村太陽 

 ＢＤ１位  松中誉樹・石原大資 

 ＧＳ１位  紙川美津恵 

ＧＳ２位  弘津志保里 

 ＧＤ１位  実近桃代・上原有紗 

平成 12 年度 

ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  末成俊宏 

ＢＤ１位   三木鹿太郎・鈴木 瑛裕 

 ＧＳ１位  弘津志保里 

ＧＳ２位  沖堀桐子 

 ＧＤ１位  山下朋子・逸見雪乃 

平成 13 年度 

 ６ＢＳ１位 吉本直樹 

６ＢＳ２位 上原将馬 

ＢＤ１位    吉本直樹・上原将馬 

 ６ＧＳ１位 花本陽菜 

６ＧＳ２位 瀬戸口奈菜 

 ＧＤ１位  花本陽菜・逸見奈月 

平成 14 年度 

 ６ＢＳ１位 伊藤勝広 

 ６ＢＳ２位 青見将吾 

ＢＤ１位  伊藤勝広・青見将吾 

 ６ＧＳ１位 瀬戸内奈菜 

 ６ＧＳ２位 河村彩香 

ＧＤ１位  河村彩香・河村美咲 

平成 15 年度 

 ６ＢＳ１位 田村美輝 

 ６ＢＳ２位 田村 翼 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 兼清由香理 
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第 33 回 

６ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

５ＧＤ１位 兵頭蒼季・述金玲音 

４ＧＤ１位 古田志穂・林 知衣奈 

第 35 回 

６ＢＳ１位 棟居 樟 

第 36 回 

５ＧＳ１位 本田花笑 

４ＧＤ１位 古田紗也・内山 欄 

令和２年度(代替大会) 

４ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

令和３年度(代替大会) 

５ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

第 39 回 

６ＧＳ１位 松村柑奈 

５ＧＳ１位 古田夏美 

４ＧＤ１位 安藤里桜・久野紗良 

第 40 回 

４ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

第 41 回 

５ＧＳ１位 好村 唯 

４ＧＳ１位 山田楓叶 

５ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

５ＧＤ１位 菅 香穂・小田花愛 

 

６６  山山口口県県小小学学生生大大会会（（選選手手権権のの部部））  

昭和 59 年度 

 ＢＳ１位 棟居秀行 

ＢＳ２位 髙井 賢 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

 ＧＳ１位 山内映美 

ＧＳ２位 藤本恵美 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 60 年度 

 ＢＳ１位 沖山勝美 

ＢＳ２位 相本浩一 

 ＢＤ１位 大田了啓・松中誉樹 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 61 年度 

 ＢＳ１位 柳 孝三 

ＢＳ２位 松中誉樹 

 ＢＤ１位 中山 整・叶井孝博 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 木村真澄・山野井優子 

昭和 62 年度 

 ＢＳ１位 松中誉樹 

ＢＳ２位 河村和美 

 ＢＤ１位 大田啓文・山野井幸治 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 伊藤久美 

 ＧＤ１位 西村知加子・松中満美 

昭和 63 年度 

 ＢＳ１位 山野井幸治 

ＢＳ２位 増田敏雄 

 ＢＤ１位 河津雅広・沖原雅和 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 吉村 恵 

 ＧＤ１位 田村恭子・寒竹優子 

平成元年度 

 ＢＳ１位 増田敏雄 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 浜田享幸・日塚洋一 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 松山麻美 

 ＧＤ１位 河村智子・中島麻奈美 

平成２年度 

 ＢＳ１位 沖原雅和 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 米川真司・石田健太 

 ＧＳ１位 青山祐子 

ＧＳ２位 玉井宏美 

 ＧＤ１位 田中末香・青見真紀 

平成３年度 

 ＢＳ１位 石山健太郎 

ＢＳ２位  石田剛史 

 ＢＤ１位  林 純自・往長孝治 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  青見真紀 

 ＧＤ１位  原田祐子・古田由紀 

平成４年度 

 ＢＳ１位  山本純平 

ＢＳ２位  往長孝治 

 ＢＤ１位  石田剛史・岩本健一郎 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  水津恵美子 

 ＧＤ１位  青柳てるや・原谷みち代 

平成５年度 

 ＢＳ１位  沖原健司 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  水津諒一・高橋健二 

 ＧＳ１位  藤井麻美 

ＧＳ２位  原谷みち代 

 ＧＤ１位  花田優子・山賀由佳里 

平成６年度 

 ＢＳ１位  水津諒一 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  河本裕樹・河村 允 

 ＧＳ１位  河近裕子 

ＧＳ２位  西村郁美 

 ＧＤ１位  吉本理恵・有田美恵子 

平成７年度 

 ＢＳ１位  竹光章浩 

ＢＳ２位  窓原 徹 

 ＢＤ１位  広中良章・好村正輝 

 ＧＳ１位  梅田京子 

ＧＳ２位  松繁依里 

 ＧＤ１位  山崎志帆・竹内沙織 

平成８年度 

 ＢＳ１位  山縣圭太 

ＢＳ２位  上野光太郎 

 ＢＤ１位  利行謙一・久次雄一 

 ＧＳ１位  松尾杏澄 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  福田絵理子・相本真紀 

平成９年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  山平康太・河野亮輔 

 ＧＳ１位  末長 南 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  実近愛子・青見知英 

平成 10 年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  橋本侑二・兼行高史 

 ＧＳ１位  横沼麻美 

ＧＳ２位  岡崎涼子 

 ＧＤ１位  藤井沙織・瀬戸口沙貴 

平成 11 年度 

 ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  吉村太陽 

 ＢＤ１位  松中誉樹・石原大資 

 ＧＳ１位  紙川美津恵 

ＧＳ２位  弘津志保里 

 ＧＤ１位  実近桃代・上原有紗 

平成 12 年度 

ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  末成俊宏 

ＢＤ１位   三木鹿太郎・鈴木 瑛裕 

 ＧＳ１位  弘津志保里 

ＧＳ２位  沖堀桐子 

 ＧＤ１位  山下朋子・逸見雪乃 

平成 13 年度 

 ６ＢＳ１位 吉本直樹 

６ＢＳ２位 上原将馬 

ＢＤ１位    吉本直樹・上原将馬 

 ６ＧＳ１位 花本陽菜 

６ＧＳ２位 瀬戸口奈菜 

 ＧＤ１位  花本陽菜・逸見奈月 

平成 14 年度 

 ６ＢＳ１位 伊藤勝広 

 ６ＢＳ２位 青見将吾 

ＢＤ１位  伊藤勝広・青見将吾 

 ６ＧＳ１位 瀬戸内奈菜 

 ６ＧＳ２位 河村彩香 

ＧＤ１位  河村彩香・河村美咲 

平成 15 年度 

 ６ＢＳ１位 田村美輝 

 ６ＢＳ２位 田村 翼 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 兼清由香理 
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第 33 回 

６ＧＤ１位 及川 歩・新見桃芭 

５ＧＤ１位 兵頭蒼季・述金玲音 

４ＧＤ１位 古田志穂・林 知衣奈 

第 35 回 

６ＢＳ１位 棟居 樟 

第 36 回 

５ＧＳ１位 本田花笑 

４ＧＤ１位 古田紗也・内山 欄 

令和２年度(代替大会) 

４ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

令和３年度(代替大会) 

５ＧＤ１位 冨田琴子・兼子結衣 

第 39 回 

６ＧＳ１位 松村柑奈 

５ＧＳ１位 古田夏美 

４ＧＤ１位 安藤里桜・久野紗良 

第 40 回 

４ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

第 41 回 

５ＧＳ１位 好村 唯 

４ＧＳ１位 山田楓叶 

５ＢＤ１位 梯 拓翔・利行瑛心 

５ＧＤ１位 菅 香穂・小田花愛 

 

６６  山山口口県県小小学学生生大大会会（（選選手手権権のの部部））  

昭和 59 年度 

 ＢＳ１位 棟居秀行 

ＢＳ２位 髙井 賢 

 ＢＤ１位 生島英治・川﨑政之 

 ＧＳ１位 山内映美 

ＧＳ２位 藤本恵美 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 60 年度 

 ＢＳ１位 沖山勝美 

ＢＳ２位 相本浩一 

 ＢＤ１位 大田了啓・松中誉樹 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 重枝奈美江・木村真澄 

昭和 61 年度 

 ＢＳ１位 柳 孝三 

ＢＳ２位 松中誉樹 

 ＢＤ１位 中山 整・叶井孝博 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 武内秀恵 

 ＧＤ１位 木村真澄・山野井優子 

昭和 62 年度 

 ＢＳ１位 松中誉樹 

ＢＳ２位 河村和美 

 ＢＤ１位 大田啓文・山野井幸治 

 ＧＳ１位 山内雅恵 

ＧＳ２位 伊藤久美 

 ＧＤ１位 西村知加子・松中満美 

昭和 63 年度 

 ＢＳ１位 山野井幸治 

ＢＳ２位 増田敏雄 

 ＢＤ１位 河津雅広・沖原雅和 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 吉村 恵 

 ＧＤ１位 田村恭子・寒竹優子 

平成元年度 

 ＢＳ１位 増田敏雄 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 浜田享幸・日塚洋一 

 ＧＳ１位 松中満美 

ＧＳ２位 松山麻美 

 ＧＤ１位 河村智子・中島麻奈美 

平成２年度 

 ＢＳ１位 沖原雅和 

ＢＳ２位 長嶺 宙 

 ＢＤ１位 米川真司・石田健太 

 ＧＳ１位 青山祐子 

ＧＳ２位 玉井宏美 

 ＧＤ１位 田中末香・青見真紀 

平成３年度 

 ＢＳ１位 石山健太郎 

ＢＳ２位  石田剛史 

 ＢＤ１位  林 純自・往長孝治 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  青見真紀 

 ＧＤ１位  原田祐子・古田由紀 

平成４年度 

 ＢＳ１位  山本純平 

ＢＳ２位  往長孝治 

 ＢＤ１位  石田剛史・岩本健一郎 

 ＧＳ１位  高木理江 

ＧＳ２位  水津恵美子 

 ＧＤ１位  青柳てるや・原谷みち代 

平成５年度 

 ＢＳ１位  沖原健司 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  水津諒一・高橋健二 

 ＧＳ１位  藤井麻美 

ＧＳ２位  原谷みち代 

 ＧＤ１位  花田優子・山賀由佳里 

平成６年度 

 ＢＳ１位  水津諒一 

ＢＳ２位  青見雄作 

 ＢＤ１位  河本裕樹・河村 允 

 ＧＳ１位  河近裕子 

ＧＳ２位  西村郁美 

 ＧＤ１位  吉本理恵・有田美恵子 

平成７年度 

 ＢＳ１位  竹光章浩 

ＢＳ２位  窓原 徹 

 ＢＤ１位  広中良章・好村正輝 

 ＧＳ１位  梅田京子 

ＧＳ２位  松繁依里 

 ＧＤ１位  山崎志帆・竹内沙織 

平成８年度 

 ＢＳ１位  山縣圭太 

ＢＳ２位  上野光太郎 

 ＢＤ１位  利行謙一・久次雄一 

 ＧＳ１位  松尾杏澄 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  福田絵理子・相本真紀 

平成９年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  山平康太・河野亮輔 

 ＧＳ１位  末長 南 

ＧＳ２位  窓原 梓 

 ＧＤ１位  実近愛子・青見知英 

平成 10 年度 

 ＢＳ１位  松尾光平 

ＢＳ２位  山平直輝 

 ＢＤ１位  橋本侑二・兼行高史 

 ＧＳ１位  横沼麻美 

ＧＳ２位  岡崎涼子 

 ＧＤ１位  藤井沙織・瀬戸口沙貴 

平成 11 年度 

 ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  吉村太陽 

 ＢＤ１位  松中誉樹・石原大資 

 ＧＳ１位  紙川美津恵 

ＧＳ２位  弘津志保里 

 ＧＤ１位  実近桃代・上原有紗 

平成 12 年度 

ＢＳ１位  吉本直樹 

ＢＳ２位  末成俊宏 

ＢＤ１位   三木鹿太郎・鈴木 瑛裕 

 ＧＳ１位  弘津志保里 

ＧＳ２位  沖堀桐子 

 ＧＤ１位  山下朋子・逸見雪乃 

平成 13 年度 

 ６ＢＳ１位 吉本直樹 

６ＢＳ２位 上原将馬 

ＢＤ１位    吉本直樹・上原将馬 

 ６ＧＳ１位 花本陽菜 

６ＧＳ２位 瀬戸口奈菜 

 ＧＤ１位  花本陽菜・逸見奈月 

平成 14 年度 

 ６ＢＳ１位 伊藤勝広 

 ６ＢＳ２位 青見将吾 

ＢＤ１位  伊藤勝広・青見将吾 

 ６ＧＳ１位 瀬戸内奈菜 

 ６ＧＳ２位 河村彩香 

ＧＤ１位  河村彩香・河村美咲 

平成 15 年度 

 ６ＢＳ１位 田村美輝 

 ６ＢＳ２位 田村 翼 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 兼清由香理 
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■専門部・連盟の歩み



 ６ＧＳ２位 森永彩香 

ＧＤ１位  松中千明・加藤菜摘 

 

平成 16 年度 

６ＢＳ１位 保木紳吾 

６ＢＳ２位 飛高健太郎 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 河村美咲 

６ＧＳ２位 久保汐莉那 

 ＧＤ１位  河村美咲・大宮早貴 

平成 17 年度 

６ＢＳ１位 近本 哲 

６ＢＳ２位 原田凌平 

ＢＤ１位  飛高健太郎・森永達也 

 ６ＧＳ１位 久保汐莉那 

６ＧＳ２位 高松春香 

 ＧＤ１位  坂口萌香・片山美奈 

平成 18 年度 

６ＢＳ１位 横沼 一志 

６ＢＳ２位 桐田啓吾 

ＢＤ１位  近本 哲・山下智史 

 ６ＧＳ１位 古賀 希 

６ＧＳ２位 大宮千果 

 ＧＤ１位  上野貴瑛・橋本裕里 

平成 19 年度 

ＢＳ１位  保木卓朗 

ＢＳ２位  山下智史 

ＢＤ１位  内田皓介・吉川和輝 

 ＧＳ１位  森永理恵奈 

ＧＳ２位  福本涼香 

 ＧＤ１位   山田愛海・森重瑞希 

平成 20 年度 

ＢＳ１位  桐田和樹 

ＢＳ２位  岩永 廉 

ＢＤ１位  長尾恭太・宮本雅也 

 ＧＳ１位  山田愛海 

ＧＳ２位  島村彩花 

 ＧＤ１位  福本涼香・辻 瑞貴 

平成 21 年度 

ＢＳ１位  岩永 廉 

ＢＳ２位  田中開登 

ＢＤ１位  美村和樹・永田大務 

ＧＳ１位  村谷唯菜 

ＧＳ２位  岩永 鈴 

 ＧＤ１位  吉中 愛・西村美希 

平成 22 年度 

ＢＳ１位  森永雅弘 

ＢＳ２位  木村聡志 

ＢＤ１位  藤井晃太郎・亀田将也 

ＧＳ１位  筒井いまり 

ＧＳ２位  小川香月 

 ＧＤ１位  岩永 鈴・新田琴乃 

平成 23 年度 

ＢＳ１位   長友壮志 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   藤川歩武、美村 翼 

ＧＳ１位   岩永 鈴 

 ＧＳ２位   森岡茅夏 

ＧＳ３位   柳井咲耶、西本美裕 

平成 24 年度 

ＢＳ１位   坂村一樹 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   沖山侃右、矢田部陸翔 

ＧＳ１位   浅井和奏 

 ＧＳ２位   西本美裕 

ＧＳ３位   林 千鶴、相馬沙也佳 

平成 25 年度 

ＢＳ１位   砂原颯矢 

ＢＳ２位   篠原僚太郎 

ＢＳ３位   亀田晃大、高橋尚也 

ＧＳ１位   西村真美 

 ＧＳ２位  藤川侑芽 

ＧＳ３位  金廣美希、原田未来 

平成 26 年度 

ＢＳ１位  高橋尚也 

ＢＳ２位  平井探希 

ＢＳ３位  篠原僚太郎、壹岐拓海 

ＧＳ１位  金廣美希 

ＧＳ２位  関 葵子 

ＧＳ３位  水津愛美、松本みなみ 

平成 27 年度 

ＢＳ１位  永田拓己 

ＢＳ２位  立石翔馬 

ＢＳ３位  淺井歩昂、羽生祐己 

ＧＳ１位  吉村羽紗 

ＧＳ２位  金廣真季 

ＧＳ３位  川岡萌、水津愛美 

平成 28 年度 

ＢＳ１位  河本周磨 

ＢＳ２位  羽生祐己 

ＢＳ３位  長岡穀晃、前田健心 

ＧＳ１位  金廣真季 

ＧＳ２位  新見桃芭 

ＧＳ３位  相本珠杏、津畑朱音 

平成 29 年度 

ＢＳ１位  生田壮志 

ＢＳ２位  中山康平 

ＢＳ３位  中村陵雅、松村悠来 

ＧＳ１位  橘 良侑 

ＧＳ２位  澁谷暁音 

ＧＳ３位  野田遙加、寺本彩加音 

平成 30 年度  中止 

令和元年度 

ＢＳ１位  木村凌大 

ＢＳ２位  立脇悠羽 

ＢＳ３位  河村匠悟、末元千陽 

ＧＳ１位  羽山結月 

ＧＳ２位  田原日葵 

ＧＳ３位  野田紋花、飯田ひかり 

令和 2 年度  中止 

令和 3 年度   中止 

令和 4 年度 

ＢＳ１位   樋渡 優 

ＢＳ２位   吉松 涉 

ＢＳ３位   小嶋来夢、沖 央理 

ＧＳ１位   松村柑奈 

ＧＳ２位   冨田琴子 

ＧＳ３位   兼子結衣、古田夏美 

令和 5 年度 

ＢＳ１位   沖 央理 

ＢＳ２位   羽山碧人 

ＢＳ３位   福田宝晴、梯 拓翔 

ＧＳ１位   古田夏美 

ＧＳ２位   伊藤夢莉 

ＧＳ３位   石橋結陽、三浦満友 

 

令和 6 年度 

ＢＳ１位   吉川稜馬 

ＢＳ２位   松田琉聖 

ＢＳ３位   羽山碧人、梅野魁利 

ＧＳ１位   清川亜弥 

ＧＳ２位   好村 唯 

ＧＳ３位   山根結奈、大浪莉結 

  

77  山山口口県県ススポポ－－ツツ大大会会（（ｽｽﾎﾎﾟ゚--ﾂﾂ少少年年団団のの部部））  

 平成４年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成５年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成６年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成７年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成８年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

平成９年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

 平成 10 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 11 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 12 年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 柳井中央Ａ 

平成 13 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

｜75th Anniversary｜ 79

 ６ＧＳ２位 森永彩香 

ＧＤ１位  松中千明・加藤菜摘 

 

平成 16 年度 

６ＢＳ１位 保木紳吾 

６ＢＳ２位 飛高健太郎 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 河村美咲 

６ＧＳ２位 久保汐莉那 

 ＧＤ１位  河村美咲・大宮早貴 

平成 17 年度 

６ＢＳ１位 近本 哲 

６ＢＳ２位 原田凌平 

ＢＤ１位  飛高健太郎・森永達也 

 ６ＧＳ１位 久保汐莉那 

６ＧＳ２位 高松春香 

 ＧＤ１位  坂口萌香・片山美奈 

平成 18 年度 

６ＢＳ１位 横沼 一志 

６ＢＳ２位 桐田啓吾 

ＢＤ１位  近本 哲・山下智史 

 ６ＧＳ１位 古賀 希 

６ＧＳ２位 大宮千果 

 ＧＤ１位  上野貴瑛・橋本裕里 

平成 19 年度 

ＢＳ１位  保木卓朗 

ＢＳ２位  山下智史 

ＢＤ１位  内田皓介・吉川和輝 

 ＧＳ１位  森永理恵奈 

ＧＳ２位  福本涼香 

 ＧＤ１位   山田愛海・森重瑞希 

平成 20 年度 

ＢＳ１位  桐田和樹 

ＢＳ２位  岩永 廉 

ＢＤ１位  長尾恭太・宮本雅也 

 ＧＳ１位  山田愛海 

ＧＳ２位  島村彩花 

 ＧＤ１位  福本涼香・辻 瑞貴 

平成 21 年度 

ＢＳ１位  岩永 廉 

ＢＳ２位  田中開登 

ＢＤ１位  美村和樹・永田大務 

ＧＳ１位  村谷唯菜 

ＧＳ２位  岩永 鈴 

 ＧＤ１位  吉中 愛・西村美希 

平成 22 年度 

ＢＳ１位  森永雅弘 

ＢＳ２位  木村聡志 

ＢＤ１位  藤井晃太郎・亀田将也 

ＧＳ１位  筒井いまり 

ＧＳ２位  小川香月 

 ＧＤ１位  岩永 鈴・新田琴乃 

平成 23 年度 

ＢＳ１位   長友壮志 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   藤川歩武、美村 翼 

ＧＳ１位   岩永 鈴 

 ＧＳ２位   森岡茅夏 

ＧＳ３位   柳井咲耶、西本美裕 

平成 24 年度 

ＢＳ１位   坂村一樹 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   沖山侃右、矢田部陸翔 

ＧＳ１位   浅井和奏 

 ＧＳ２位   西本美裕 

ＧＳ３位   林 千鶴、相馬沙也佳 

平成 25 年度 

ＢＳ１位   砂原颯矢 

ＢＳ２位   篠原僚太郎 

ＢＳ３位   亀田晃大、高橋尚也 

ＧＳ１位   西村真美 

 ＧＳ２位  藤川侑芽 

ＧＳ３位  金廣美希、原田未来 

平成 26 年度 

ＢＳ１位  高橋尚也 

ＢＳ２位  平井探希 

ＢＳ３位  篠原僚太郎、壹岐拓海 

ＧＳ１位  金廣美希 

ＧＳ２位  関 葵子 

ＧＳ３位  水津愛美、松本みなみ 

平成 27 年度 

ＢＳ１位  永田拓己 

ＢＳ２位  立石翔馬 

ＢＳ３位  淺井歩昂、羽生祐己 

ＧＳ１位  吉村羽紗 

ＧＳ２位  金廣真季 

ＧＳ３位  川岡萌、水津愛美 

平成 28 年度 

ＢＳ１位  河本周磨 

ＢＳ２位  羽生祐己 

ＢＳ３位  長岡穀晃、前田健心 

ＧＳ１位  金廣真季 

ＧＳ２位  新見桃芭 

ＧＳ３位  相本珠杏、津畑朱音 

平成 29 年度 

ＢＳ１位  生田壮志 

ＢＳ２位  中山康平 

ＢＳ３位  中村陵雅、松村悠来 

ＧＳ１位  橘 良侑 

ＧＳ２位  澁谷暁音 

ＧＳ３位  野田遙加、寺本彩加音 

平成 30 年度  中止 

令和元年度 

ＢＳ１位  木村凌大 

ＢＳ２位  立脇悠羽 

ＢＳ３位  河村匠悟、末元千陽 

ＧＳ１位  羽山結月 

ＧＳ２位  田原日葵 

ＧＳ３位  野田紋花、飯田ひかり 

令和 2 年度  中止 

令和 3 年度   中止 

令和 4 年度 

ＢＳ１位   樋渡 優 

ＢＳ２位   吉松 涉 

ＢＳ３位   小嶋来夢、沖 央理 

ＧＳ１位   松村柑奈 

ＧＳ２位   冨田琴子 

ＧＳ３位   兼子結衣、古田夏美 

令和 5 年度 

ＢＳ１位   沖 央理 

ＢＳ２位   羽山碧人 

ＢＳ３位   福田宝晴、梯 拓翔 

ＧＳ１位   古田夏美 

ＧＳ２位   伊藤夢莉 

ＧＳ３位   石橋結陽、三浦満友 

 

令和 6 年度 

ＢＳ１位   吉川稜馬 

ＢＳ２位   松田琉聖 

ＢＳ３位   羽山碧人、梅野魁利 

ＧＳ１位   清川亜弥 

ＧＳ２位   好村 唯 

ＧＳ３位   山根結奈、大浪莉結 

  

77  山山口口県県ススポポ－－ツツ大大会会（（ｽｽﾎﾎﾟ゚--ﾂﾂ少少年年団団のの部部））  

 平成４年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成５年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成６年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成７年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成８年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

平成９年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

 平成 10 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 11 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 12 年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 柳井中央Ａ 

平成 13 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

｜75th Anniversary｜78

■専門部・連盟の歩み



 ６ＧＳ２位 森永彩香 

ＧＤ１位  松中千明・加藤菜摘 

 

平成 16 年度 

６ＢＳ１位 保木紳吾 

６ＢＳ２位 飛高健太郎 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 河村美咲 

６ＧＳ２位 久保汐莉那 

 ＧＤ１位  河村美咲・大宮早貴 

平成 17 年度 

６ＢＳ１位 近本 哲 

６ＢＳ２位 原田凌平 

ＢＤ１位  飛高健太郎・森永達也 

 ６ＧＳ１位 久保汐莉那 

６ＧＳ２位 高松春香 

 ＧＤ１位  坂口萌香・片山美奈 

平成 18 年度 

６ＢＳ１位 横沼 一志 

６ＢＳ２位 桐田啓吾 

ＢＤ１位  近本 哲・山下智史 

 ６ＧＳ１位 古賀 希 

６ＧＳ２位 大宮千果 

 ＧＤ１位  上野貴瑛・橋本裕里 

平成 19 年度 

ＢＳ１位  保木卓朗 

ＢＳ２位  山下智史 

ＢＤ１位  内田皓介・吉川和輝 

 ＧＳ１位  森永理恵奈 

ＧＳ２位  福本涼香 

 ＧＤ１位   山田愛海・森重瑞希 

平成 20 年度 

ＢＳ１位  桐田和樹 

ＢＳ２位  岩永 廉 

ＢＤ１位  長尾恭太・宮本雅也 

 ＧＳ１位  山田愛海 

ＧＳ２位  島村彩花 

 ＧＤ１位  福本涼香・辻 瑞貴 

平成 21 年度 

ＢＳ１位  岩永 廉 

ＢＳ２位  田中開登 

ＢＤ１位  美村和樹・永田大務 

ＧＳ１位  村谷唯菜 

ＧＳ２位  岩永 鈴 

 ＧＤ１位  吉中 愛・西村美希 

平成 22 年度 

ＢＳ１位  森永雅弘 

ＢＳ２位  木村聡志 

ＢＤ１位  藤井晃太郎・亀田将也 

ＧＳ１位  筒井いまり 

ＧＳ２位  小川香月 

 ＧＤ１位  岩永 鈴・新田琴乃 

平成 23 年度 

ＢＳ１位   長友壮志 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   藤川歩武、美村 翼 

ＧＳ１位   岩永 鈴 

 ＧＳ２位   森岡茅夏 

ＧＳ３位   柳井咲耶、西本美裕 

平成 24 年度 

ＢＳ１位   坂村一樹 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   沖山侃右、矢田部陸翔 

ＧＳ１位   浅井和奏 

 ＧＳ２位   西本美裕 

ＧＳ３位   林 千鶴、相馬沙也佳 

平成 25 年度 

ＢＳ１位   砂原颯矢 

ＢＳ２位   篠原僚太郎 

ＢＳ３位   亀田晃大、高橋尚也 

ＧＳ１位   西村真美 

 ＧＳ２位  藤川侑芽 

ＧＳ３位  金廣美希、原田未来 

平成 26 年度 

ＢＳ１位  高橋尚也 

ＢＳ２位  平井探希 

ＢＳ３位  篠原僚太郎、壹岐拓海 

ＧＳ１位  金廣美希 

ＧＳ２位  関 葵子 

ＧＳ３位  水津愛美、松本みなみ 

平成 27 年度 

ＢＳ１位  永田拓己 

ＢＳ２位  立石翔馬 

ＢＳ３位  淺井歩昂、羽生祐己 

ＧＳ１位  吉村羽紗 

ＧＳ２位  金廣真季 

ＧＳ３位  川岡萌、水津愛美 

平成 28 年度 

ＢＳ１位  河本周磨 

ＢＳ２位  羽生祐己 

ＢＳ３位  長岡穀晃、前田健心 

ＧＳ１位  金廣真季 

ＧＳ２位  新見桃芭 

ＧＳ３位  相本珠杏、津畑朱音 

平成 29 年度 

ＢＳ１位  生田壮志 

ＢＳ２位  中山康平 

ＢＳ３位  中村陵雅、松村悠来 

ＧＳ１位  橘 良侑 

ＧＳ２位  澁谷暁音 

ＧＳ３位  野田遙加、寺本彩加音 

平成 30 年度  中止 

令和元年度 

ＢＳ１位  木村凌大 

ＢＳ２位  立脇悠羽 

ＢＳ３位  河村匠悟、末元千陽 

ＧＳ１位  羽山結月 

ＧＳ２位  田原日葵 

ＧＳ３位  野田紋花、飯田ひかり 

令和 2 年度  中止 

令和 3 年度   中止 

令和 4 年度 

ＢＳ１位   樋渡 優 

ＢＳ２位   吉松 涉 

ＢＳ３位   小嶋来夢、沖 央理 

ＧＳ１位   松村柑奈 

ＧＳ２位   冨田琴子 

ＧＳ３位   兼子結衣、古田夏美 

令和 5 年度 

ＢＳ１位   沖 央理 

ＢＳ２位   羽山碧人 

ＢＳ３位   福田宝晴、梯 拓翔 

ＧＳ１位   古田夏美 

ＧＳ２位   伊藤夢莉 

ＧＳ３位   石橋結陽、三浦満友 

 

令和 6 年度 

ＢＳ１位   吉川稜馬 

ＢＳ２位   松田琉聖 

ＢＳ３位   羽山碧人、梅野魁利 

ＧＳ１位   清川亜弥 

ＧＳ２位   好村 唯 

ＧＳ３位   山根結奈、大浪莉結 

  

77  山山口口県県ススポポ－－ツツ大大会会（（ｽｽﾎﾎﾟ゚--ﾂﾂ少少年年団団のの部部））  

 平成４年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成５年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成６年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成７年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成８年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

平成９年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

 平成 10 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 11 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 12 年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 柳井中央Ａ 

平成 13 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

｜75th Anniversary｜ 79

 ６ＧＳ２位 森永彩香 

ＧＤ１位  松中千明・加藤菜摘 

 

平成 16 年度 

６ＢＳ１位 保木紳吾 

６ＢＳ２位 飛高健太郎 

ＢＤ１位  保木紳吾・山下雅史 

 ６ＧＳ１位 河村美咲 

６ＧＳ２位 久保汐莉那 

 ＧＤ１位  河村美咲・大宮早貴 

平成 17 年度 

６ＢＳ１位 近本 哲 

６ＢＳ２位 原田凌平 

ＢＤ１位  飛高健太郎・森永達也 

 ６ＧＳ１位 久保汐莉那 

６ＧＳ２位 高松春香 

 ＧＤ１位  坂口萌香・片山美奈 

平成 18 年度 

６ＢＳ１位 横沼 一志 

６ＢＳ２位 桐田啓吾 

ＢＤ１位  近本 哲・山下智史 

 ６ＧＳ１位 古賀 希 

６ＧＳ２位 大宮千果 

 ＧＤ１位  上野貴瑛・橋本裕里 

平成 19 年度 

ＢＳ１位  保木卓朗 

ＢＳ２位  山下智史 

ＢＤ１位  内田皓介・吉川和輝 

 ＧＳ１位  森永理恵奈 

ＧＳ２位  福本涼香 

 ＧＤ１位   山田愛海・森重瑞希 

平成 20 年度 

ＢＳ１位  桐田和樹 

ＢＳ２位  岩永 廉 

ＢＤ１位  長尾恭太・宮本雅也 

 ＧＳ１位  山田愛海 

ＧＳ２位  島村彩花 

 ＧＤ１位  福本涼香・辻 瑞貴 

平成 21 年度 

ＢＳ１位  岩永 廉 

ＢＳ２位  田中開登 

ＢＤ１位  美村和樹・永田大務 

ＧＳ１位  村谷唯菜 

ＧＳ２位  岩永 鈴 

 ＧＤ１位  吉中 愛・西村美希 

平成 22 年度 

ＢＳ１位  森永雅弘 

ＢＳ２位  木村聡志 

ＢＤ１位  藤井晃太郎・亀田将也 

ＧＳ１位  筒井いまり 

ＧＳ２位  小川香月 

 ＧＤ１位  岩永 鈴・新田琴乃 

平成 23 年度 

ＢＳ１位   長友壮志 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   藤川歩武、美村 翼 

ＧＳ１位   岩永 鈴 

 ＧＳ２位   森岡茅夏 

ＧＳ３位   柳井咲耶、西本美裕 

平成 24 年度 

ＢＳ１位   坂村一樹 

ＢＳ２位   福間璃来 

ＢＳ３位   沖山侃右、矢田部陸翔 

ＧＳ１位   浅井和奏 

 ＧＳ２位   西本美裕 

ＧＳ３位   林 千鶴、相馬沙也佳 

平成 25 年度 

ＢＳ１位   砂原颯矢 

ＢＳ２位   篠原僚太郎 

ＢＳ３位   亀田晃大、高橋尚也 

ＧＳ１位   西村真美 

 ＧＳ２位  藤川侑芽 

ＧＳ３位  金廣美希、原田未来 

平成 26 年度 

ＢＳ１位  高橋尚也 

ＢＳ２位  平井探希 

ＢＳ３位  篠原僚太郎、壹岐拓海 

ＧＳ１位  金廣美希 

ＧＳ２位  関 葵子 

ＧＳ３位  水津愛美、松本みなみ 

平成 27 年度 

ＢＳ１位  永田拓己 

ＢＳ２位  立石翔馬 

ＢＳ３位  淺井歩昂、羽生祐己 

ＧＳ１位  吉村羽紗 

ＧＳ２位  金廣真季 

ＧＳ３位  川岡萌、水津愛美 

平成 28 年度 

ＢＳ１位  河本周磨 

ＢＳ２位  羽生祐己 

ＢＳ３位  長岡穀晃、前田健心 

ＧＳ１位  金廣真季 

ＧＳ２位  新見桃芭 

ＧＳ３位  相本珠杏、津畑朱音 

平成 29 年度 

ＢＳ１位  生田壮志 

ＢＳ２位  中山康平 

ＢＳ３位  中村陵雅、松村悠来 

ＧＳ１位  橘 良侑 

ＧＳ２位  澁谷暁音 

ＧＳ３位  野田遙加、寺本彩加音 

平成 30 年度  中止 

令和元年度 

ＢＳ１位  木村凌大 

ＢＳ２位  立脇悠羽 

ＢＳ３位  河村匠悟、末元千陽 

ＧＳ１位  羽山結月 

ＧＳ２位  田原日葵 

ＧＳ３位  野田紋花、飯田ひかり 

令和 2 年度  中止 

令和 3 年度   中止 

令和 4 年度 

ＢＳ１位   樋渡 優 

ＢＳ２位   吉松 涉 

ＢＳ３位   小嶋来夢、沖 央理 

ＧＳ１位   松村柑奈 

ＧＳ２位   冨田琴子 

ＧＳ３位   兼子結衣、古田夏美 

令和 5 年度 

ＢＳ１位   沖 央理 

ＢＳ２位   羽山碧人 

ＢＳ３位   福田宝晴、梯 拓翔 

ＧＳ１位   古田夏美 

ＧＳ２位   伊藤夢莉 

ＧＳ３位   石橋結陽、三浦満友 

 

令和 6 年度 

ＢＳ１位   吉川稜馬 

ＢＳ２位   松田琉聖 

ＢＳ３位   羽山碧人、梅野魁利 

ＧＳ１位   清川亜弥 

ＧＳ２位   好村 唯 

ＧＳ３位   山根結奈、大浪莉結 

  

77  山山口口県県ススポポ－－ツツ大大会会（（ｽｽﾎﾎﾟ゚--ﾂﾂ少少年年団団のの部部））  

 平成４年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成５年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成６年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積 

 平成７年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成８年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

平成９年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 日積 

 平成 10 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 11 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

 平成 12 年度 

  男子団体 １位 日積 

  女子団体 １位 柳井中央Ａ 

平成 13 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

｜75th Anniversary｜78
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  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 14 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 15 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ａ 

平成 16 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ｂ 

平成 17 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 18 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 19 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 20 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 21 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 22 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 23 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ｂ 

平成 24 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 25 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 26 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 27 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

 

平成 28 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 29 年度 

  男子団体 １位 白石Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 30 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和元年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 2 年度 

  男子団体 １位 白石 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 3 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 4 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 5 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 6 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

           

会長 山下 新一  

寄　稿

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 14 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 15 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ａ 

平成 16 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ｂ 

平成 17 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 18 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 19 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 20 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 21 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 22 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 23 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ｂ 

平成 24 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 25 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 26 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 27 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

 

平成 28 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 29 年度 

  男子団体 １位 白石Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 30 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和元年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 2 年度 

  男子団体 １位 白石 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 3 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 4 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 5 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 6 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

           

会長 山下 新一  

｜75th Anniversary｜80
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  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 14 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 15 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ａ 

平成 16 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ｂ 

平成 17 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 18 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 19 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 20 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 21 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 22 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 23 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ｂ 

平成 24 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 25 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 26 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 27 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

 

平成 28 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 29 年度 

  男子団体 １位 白石Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 30 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和元年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 2 年度 

  男子団体 １位 白石 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 3 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 4 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 5 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 6 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

           

会長 山下 新一  

寄　稿

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 14 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 新南陽Ａ 

平成 15 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ａ 

平成 16 年度 

  男子団体 １位 日積Ａ 

  女子団体 １位 日積Ｂ 

平成 17 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 18 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 19 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 20 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 21 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 22 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 23 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ｂ 

平成 24 年度 

  男子団体 １位 佐々並Ｂ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 25 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 26 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 桜木Ａ 

平成 27 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

 

平成 28 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

平成 29 年度 

  男子団体 １位 白石Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

平成 30 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和元年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 2 年度 

  男子団体 １位 白石 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 3 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 4 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 5 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

令和 6 年度 

  男子団体 １位 柳井ＪＢＣ 

  女子団体 １位 柳井ＪＢＣ－Ａ 

           

会長 山下 新一  
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｜75th Anniversary｜ 81

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 83｜75th Anniversary｜82

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 83｜75th Anniversary｜82

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 85｜75th Anniversary｜84

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 85｜75th Anniversary｜84

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 87｜75th Anniversary｜86

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 87｜75th Anniversary｜86

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 89｜75th Anniversary｜88

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 89｜75th Anniversary｜88

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 91｜75th Anniversary｜90

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 91｜75th Anniversary｜90

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 93｜75th Anniversary｜92

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 93｜75th Anniversary｜92

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 95｜75th Anniversary｜94

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 95｜75th Anniversary｜94

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 97｜75th Anniversary｜96

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 97｜75th Anniversary｜96

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 99｜75th Anniversary｜98

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 99｜75th Anniversary｜98

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 101｜75th Anniversary｜100

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 101｜75th Anniversary｜100

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 103｜75th Anniversary｜102

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 103｜75th Anniversary｜102

■寄　稿



｜75th Anniversary｜104

■寄　稿



｜75th Anniversary｜104

■寄　稿

｜75th Anniversary｜ 105



記　録

｜75th Anniversary｜106

■寄　稿



記　録

｜75th Anniversary｜106

■寄　稿



｜75th Anniversary｜ 107

■記　録



｜75th Anniversary｜ 109｜75th Anniversary｜108

■記　録



｜75th Anniversary｜ 109｜75th Anniversary｜108

■記　録



｜75th Anniversary｜ 111｜75th Anniversary｜110

■記　録



｜75th Anniversary｜ 111｜75th Anniversary｜110

■記　録



中国地区シニアバドミントン選手権大会
年度 回 種目 順位 氏名 氏名

昭和48年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和49年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和50年度 第18回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和51年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 川岡　　智
昭和52年度 第20回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志

男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 咲賀　正則

昭和53年度 第21回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子30歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和54年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 川岡　　智 河野　耕司
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 玉井　彦自

昭和55年度 第23回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 藤元　繁樹

昭和57年度 第25回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子40歳以上単 優勝 杉原　哲彦
男子40歳以上複 優勝 杉原　哲彦 内山　孝志

昭和58年度 第26回 男子50歳以上複 優勝 田中  　伸 野口　健二
昭和59年度 第27回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和60年度 第28回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和61年度 第29回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和62年度 第30回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 日柳　　実

昭和63年度 第31回 男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成元年度 第32回 男子30歳以上単 優勝 加藤　康広
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成2年度 第33回 男子30歳以上単 優勝 高橋　良明
男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 木山　茂雄 三分一重厚

平成3年度 第34回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 大段　　宏 久次　　優

平成4年度 第35回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹
平成6年度 第37回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹

男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
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昭和48年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和49年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和50年度 第18回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和51年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 川岡　　智
昭和52年度 第20回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志

男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 咲賀　正則

昭和53年度 第21回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子30歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和54年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 川岡　　智 河野　耕司
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 玉井　彦自

昭和55年度 第23回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 藤元　繁樹

昭和57年度 第25回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子40歳以上単 優勝 杉原　哲彦
男子40歳以上複 優勝 杉原　哲彦 内山　孝志

昭和58年度 第26回 男子50歳以上複 優勝 田中  　伸 野口　健二
昭和59年度 第27回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和60年度 第28回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和61年度 第29回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和62年度 第30回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 日柳　　実

昭和63年度 第31回 男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成元年度 第32回 男子30歳以上単 優勝 加藤　康広
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成2年度 第33回 男子30歳以上単 優勝 高橋　良明
男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 木山　茂雄 三分一重厚

平成3年度 第34回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 大段　　宏 久次　　優

平成4年度 第35回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹
平成6年度 第37回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹

男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

｜75th Anniversary｜112

■記　録



中国地区シニアバドミントン選手権大会
年度 回 種目 順位 氏名 氏名

昭和48年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和49年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和50年度 第18回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和51年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 川岡　　智
昭和52年度 第20回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志

男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 咲賀　正則

昭和53年度 第21回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子30歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和54年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 川岡　　智 河野　耕司
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 玉井　彦自

昭和55年度 第23回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 藤元　繁樹

昭和57年度 第25回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子40歳以上単 優勝 杉原　哲彦
男子40歳以上複 優勝 杉原　哲彦 内山　孝志

昭和58年度 第26回 男子50歳以上複 優勝 田中  　伸 野口　健二
昭和59年度 第27回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和60年度 第28回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和61年度 第29回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和62年度 第30回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 日柳　　実

昭和63年度 第31回 男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成元年度 第32回 男子30歳以上単 優勝 加藤　康広
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成2年度 第33回 男子30歳以上単 優勝 高橋　良明
男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 木山　茂雄 三分一重厚

平成3年度 第34回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 大段　　宏 久次　　優

平成4年度 第35回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹
平成6年度 第37回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹

男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
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昭和48年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和49年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和50年度 第18回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和51年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 川岡　　智
昭和52年度 第20回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志

男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 咲賀　正則

昭和53年度 第21回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子30歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和54年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 川岡　　智
男子40歳以上複 優勝 川岡　　智 河野　耕司
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 玉井　彦自

昭和55年度 第23回 男子40歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子40歳以上複 優勝 木山　茂雄 藤元　繁樹

昭和57年度 第25回 男子30歳以上単 優勝 林　　厚志
男子40歳以上単 優勝 杉原　哲彦
男子40歳以上複 優勝 杉原　哲彦 内山　孝志

昭和58年度 第26回 男子50歳以上複 優勝 田中  　伸 野口　健二
昭和59年度 第27回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
昭和60年度 第28回 男子30歳以上複 優勝 末廣　秀樹 河添　忠夫

男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和61年度 第29回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 林　　厚志
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄

昭和62年度 第30回 男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上単 優勝 木山　茂雄
男子50歳以上複 優勝 野口　健二 日柳　　実

昭和63年度 第31回 男子40歳以上単 優勝 三井　　裕
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成元年度 第32回 男子30歳以上単 優勝 加藤　康広
男子40歳以上複 優勝 田中　博美 照永　福三
男子50歳以上複 優勝 藏成　秋次 松永　正敏

平成2年度 第33回 男子30歳以上単 優勝 高橋　良明
男子30歳以上複 優勝 加藤　康広 古賀　信之
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 嘉村　悦男 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 木山　茂雄 三分一重厚

平成3年度 第34回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子40歳以上複 優勝 大段　　宏 久次　　優

平成4年度 第35回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹
平成6年度 第37回 男子40歳以上複 優勝 松田　　仁 末廣　秀樹

男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣
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平成7年度 第38回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 金子　隆志 広田　喜信
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成8年度 第39回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 石田　純一 田村　　敦
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成9年度 第40回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成10年度 第41回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成11年度 第42回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 古賀　信之
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成12年度 第1回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 重永　光弘
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 叶井　貞次
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 村田　克己 俵山　美子

平成13年度 第2回 男子40歳以上単 優勝 高橋　良明
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成14年度 第3回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 田中　博美 河村美千子

平成15年度 第4回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 松本　研一 井上　芳雄
女子30歳以上単 優勝 村田　浩子
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成16年度 第5回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子

平成17年度 第6回 男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 福永　正一 福田　光博
女子40歳以上単 優勝 中野　光子

平成18年度 第7回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子50歳以上単 優勝 福田　光博
男子50歳以上複 優勝 畠中　弘司 古賀　信之
女子40歳以上単 優勝 中野　光子
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 山本　睦子

平成19年度 第8回 男子30歳以上複 優勝 秋元　直幸 中山　　整
男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子40歳以上複 優勝 沖　　貞雄 高橋　和也
男子50歳以上複 優勝 原田　栄一 中本　義樹
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 香井　晴江
混合50歳以上複 優勝 福田　光博 本川　典子
混合60歳以上複 優勝 田中　博美 香井　晴江

平成20年度 第9回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成21年度 第10回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成22年度 第11回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 三井　房子 星野　洋子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成23年度 第12回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 中山　　整 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子50歳以上複 優勝 内山ひとみ 宮内　敬子
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 松尾　真澄
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成24年度 第13回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 渡邉　和人 柏原　秀光
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成25年度 第14回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子40歳以上単 優勝 藤田　真司 秋元　直幸
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
男子60歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成26年度 第15回 男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 野村　房子 村上由美子
女子60歳以上複 優勝 河村美千子 石田真理子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子
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平成7年度 第38回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 金子　隆志 広田　喜信
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成8年度 第39回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 石田　純一 田村　　敦
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成9年度 第40回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成10年度 第41回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成11年度 第42回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 古賀　信之
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成12年度 第1回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 重永　光弘
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 叶井　貞次
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 村田　克己 俵山　美子

平成13年度 第2回 男子40歳以上単 優勝 高橋　良明
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成14年度 第3回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 田中　博美 河村美千子

平成15年度 第4回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 松本　研一 井上　芳雄
女子30歳以上単 優勝 村田　浩子
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成16年度 第5回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子

平成17年度 第6回 男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 福永　正一 福田　光博
女子40歳以上単 優勝 中野　光子

平成18年度 第7回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子50歳以上単 優勝 福田　光博
男子50歳以上複 優勝 畠中　弘司 古賀　信之
女子40歳以上単 優勝 中野　光子
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 山本　睦子

平成19年度 第8回 男子30歳以上複 優勝 秋元　直幸 中山　　整
男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子40歳以上複 優勝 沖　　貞雄 高橋　和也
男子50歳以上複 優勝 原田　栄一 中本　義樹
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 香井　晴江
混合50歳以上複 優勝 福田　光博 本川　典子
混合60歳以上複 優勝 田中　博美 香井　晴江

平成20年度 第9回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成21年度 第10回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成22年度 第11回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 三井　房子 星野　洋子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成23年度 第12回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 中山　　整 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子50歳以上複 優勝 内山ひとみ 宮内　敬子
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 松尾　真澄
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成24年度 第13回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 渡邉　和人 柏原　秀光
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成25年度 第14回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子40歳以上単 優勝 藤田　真司 秋元　直幸
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
男子60歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成26年度 第15回 男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 野村　房子 村上由美子
女子60歳以上複 優勝 河村美千子 石田真理子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子
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■記　録



平成7年度 第38回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 金子　隆志 広田　喜信
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成8年度 第39回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 石田　純一 田村　　敦
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成9年度 第40回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成10年度 第41回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成11年度 第42回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 古賀　信之
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成12年度 第1回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 重永　光弘
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 叶井　貞次
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 村田　克己 俵山　美子

平成13年度 第2回 男子40歳以上単 優勝 高橋　良明
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成14年度 第3回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 田中　博美 河村美千子

平成15年度 第4回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 松本　研一 井上　芳雄
女子30歳以上単 優勝 村田　浩子
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成16年度 第5回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子

平成17年度 第6回 男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 福永　正一 福田　光博
女子40歳以上単 優勝 中野　光子

平成18年度 第7回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子50歳以上単 優勝 福田　光博
男子50歳以上複 優勝 畠中　弘司 古賀　信之
女子40歳以上単 優勝 中野　光子
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 山本　睦子

平成19年度 第8回 男子30歳以上複 優勝 秋元　直幸 中山　　整
男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子40歳以上複 優勝 沖　　貞雄 高橋　和也
男子50歳以上複 優勝 原田　栄一 中本　義樹
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 香井　晴江
混合50歳以上複 優勝 福田　光博 本川　典子
混合60歳以上複 優勝 田中　博美 香井　晴江

平成20年度 第9回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成21年度 第10回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成22年度 第11回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 三井　房子 星野　洋子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成23年度 第12回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 中山　　整 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子50歳以上複 優勝 内山ひとみ 宮内　敬子
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 松尾　真澄
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成24年度 第13回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 渡邉　和人 柏原　秀光
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成25年度 第14回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子40歳以上単 優勝 藤田　真司 秋元　直幸
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
男子60歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成26年度 第15回 男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 野村　房子 村上由美子
女子60歳以上複 優勝 河村美千子 石田真理子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子
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平成7年度 第38回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 金子　隆志 広田　喜信
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成8年度 第39回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 石田　純一 田村　　敦
男子50歳以上単 優勝 宮岡　康臣
男子50歳以上複 優勝 林　　厚志 宮岡　康臣

平成9年度 第40回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成10年度 第41回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成11年度 第42回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 古賀　信之
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 三井　　裕
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘

平成12年度 第1回 男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上単 優勝 重永　光弘
男子40歳以上複 優勝 高橋　良明 重永　光弘
男子50歳以上単 優勝 叶井　貞次
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 村田　克己 俵山　美子

平成13年度 第2回 男子40歳以上単 優勝 高橋　良明
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子30歳以上単 優勝 松尾　真澄
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成14年度 第3回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上複 優勝 中村　拓男 吉田　正弘
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 三井　房子
混合50歳以上複 優勝 田中　博美 河村美千子

平成15年度 第4回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 松本　研一 井上　芳雄
女子30歳以上単 優勝 村田　浩子
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子
混合50歳以上複 優勝 蔵田　康美 嶋田　文江

平成16年度 第5回 男子40歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 松村　和美 平野　京子

平成17年度 第6回 男子50歳以上単 優勝 西村　和孝
男子50歳以上複 優勝 福永　正一 福田　光博
女子40歳以上単 優勝 中野　光子

平成18年度 第7回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子50歳以上単 優勝 福田　光博
男子50歳以上複 優勝 畠中　弘司 古賀　信之
女子40歳以上単 優勝 中野　光子
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 山本　睦子

平成19年度 第8回 男子30歳以上複 優勝 秋元　直幸 中山　　整
男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子40歳以上複 優勝 沖　　貞雄 高橋　和也
男子50歳以上複 優勝 原田　栄一 中本　義樹
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子40歳以上複 優勝 松村　峰子 松尾　真澄
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 香井　晴江
混合50歳以上複 優勝 福田　光博 本川　典子
混合60歳以上複 優勝 田中　博美 香井　晴江

平成20年度 第9回 男子40歳以上単 優勝 沖　　貞雄
男子60歳以上単 優勝 三井　　裕
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成21年度 第10回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
混合60歳以上複 優勝 吉田　正弘 石井　伸子

平成22年度 第11回 男子30歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 三井　房子 星野　洋子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成23年度 第12回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 中山　　整 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
男子60歳以上複 優勝 吉田　正弘 田中　博美
女子50歳以上複 優勝 内山ひとみ 宮内　敬子
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合50歳以上複 優勝 田村　　敦 松尾　真澄
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成24年度 第13回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子30歳以上複 優勝 渡邉　和人 柏原　秀光
男子60歳以上単 優勝 嘉屋　正志
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成25年度 第14回 男子30歳以上単 優勝 渡邊　和人
男子40歳以上単 優勝 藤田　真司 秋元　直幸
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
男子60歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成26年度 第15回 男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子60歳以上単 優勝 西村　和孝
女子50歳以上複 優勝 野村　房子 村上由美子
女子60歳以上複 優勝 河村美千子 石田真理子
混合60歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子
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■記　録



平成27年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子65歳以上複 優勝 廣子　隆司 嘉屋　正志
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成28年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 福田　光博
男子60歳以上複 優勝 原田　栄一 畠中　弘司
男子65歳以上複 優勝 河野　　茂 松本　研一
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 原田　栄一 吉永　節子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成29年度 第18回 男子30歳以上複 優勝 原田　栄一 畠中　弘司
男子40歳以上単 優勝 松本　克芳
男子40歳以上複 優勝 河野　　茂 松本　研一
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成30年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子40歳以上単 優勝 西村　和孝
男子40歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 岸村　明美 本川　典子
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

令和元年度 第20回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子40歳以上複 優勝 兼行幸三郎 戸村　　進
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 田代　妙子
混合70歳以上複 優勝 嘉屋　正志 石井　伸子

令和3年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 畠中　弘司 原田　英一
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 竹谷　経子
女子50歳以上複 優勝 岩本　洋子 澄田　明美
女子70歳以上複 優勝 中村　光子 山中美知子
混合60歳以上複 優勝 神杉　勝正 中川　みち
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和4年度 第23回 男子40歳以上複 優勝 森永　敬宣 渡邊　和人
男子65歳以上複 優勝 畠中　弘司 原田　栄一
男子70歳以上単 優勝 松本　克芳
混合60歳以上複 優勝 小田　和範 川本ゆきみ
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和5年度 第24回 男子40歳以上複 優勝  吉川　応史 小田　達也
男子60歳以上複 優勝 小田　和範 堀　　泰明
男子70歳以上単 優勝 西村　和孝
男子70歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子30歳以上複 優勝  田中琴裕幸 河村　美咲
女子50歳以上複 優勝 澄田　明美 井内　京子
女子60歳以上複 優勝 米田真佐子  村上由美子 
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和6年度 第25回 男子40歳以上複 優勝  吉川　応史 小田　達也
男子60歳以上複 優勝 小田　和範 堀　　泰明
男子70歳以上単 優勝 西村　和孝
男子70歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子30歳以上複 優勝 青見　愛梨 佐野　新菜
女子50歳以上単 優勝 山田　律子
女子50歳以上複 優勝 中村　　忍 立石　美和
女子60歳以上複 優勝 米田真佐子  村上由美子 
女子70歳以上複 優勝 岸村　明美 渡邉　順子
混合40歳以上複 優勝 森永　敬宣 長廣貴美子
混合60歳以上複 優勝 堀　　泰明 田坂加代子
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 本川　典子
混合70歳以上複 優勝 兼行幸三郎 石井　伸子

　第37回（平成6年）大会までは、中国社会人選手権大会として実施
　その後、第42回（平成11年）大会までは、中国地区総合選手権大会として実施
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平成27年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子65歳以上複 優勝 廣子　隆司 嘉屋　正志
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成28年度 第17回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子60歳以上単 優勝 福田　光博
男子60歳以上複 優勝 原田　栄一 畠中　弘司
男子65歳以上複 優勝 河野　　茂 松本　研一
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合60歳以上複 優勝 原田　栄一 吉永　節子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成29年度 第18回 男子30歳以上複 優勝 原田　栄一 畠中　弘司
男子40歳以上単 優勝 松本　克芳
男子40歳以上複 優勝 河野　　茂 松本　研一
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

平成30年度 第19回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子40歳以上単 優勝 西村　和孝
男子40歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子60歳以上複 優勝 岸村　明美 本川　典子
女子65歳以上複 優勝 石井　伸子 立石千代子
混合65歳以上複 優勝 松本　研一 立石千代子

令和元年度 第20回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子40歳以上複 優勝 兼行幸三郎 戸村　　進
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 田代　妙子
混合70歳以上複 優勝 嘉屋　正志 石井　伸子

令和3年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 畠中　弘司 原田　英一
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 竹谷　経子
女子50歳以上複 優勝 岩本　洋子 澄田　明美
女子70歳以上複 優勝 中村　光子 山中美知子
混合60歳以上複 優勝 神杉　勝正 中川　みち
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和4年度 第23回 男子40歳以上複 優勝 森永　敬宣 渡邊　和人
男子65歳以上複 優勝 畠中　弘司 原田　栄一
男子70歳以上単 優勝 松本　克芳
混合60歳以上複 優勝 小田　和範 川本ゆきみ
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和5年度 第24回 男子40歳以上複 優勝  吉川　応史 小田　達也
男子60歳以上複 優勝 小田　和範 堀　　泰明
男子70歳以上単 優勝 西村　和孝
男子70歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子30歳以上複 優勝  田中琴裕幸 河村　美咲
女子50歳以上複 優勝 澄田　明美 井内　京子
女子60歳以上複 優勝 米田真佐子  村上由美子 
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 松村美千代

令和6年度 第25回 男子40歳以上複 優勝  吉川　応史 小田　達也
男子60歳以上複 優勝 小田　和範 堀　　泰明
男子70歳以上単 優勝 西村　和孝
男子70歳以上複 優勝 西村　和孝 村田　泰男
女子30歳以上複 優勝 青見　愛梨 佐野　新菜
女子50歳以上単 優勝 山田　律子
女子50歳以上複 優勝 中村　　忍 立石　美和
女子60歳以上複 優勝 米田真佐子  村上由美子 
女子70歳以上複 優勝 岸村　明美 渡邉　順子
混合40歳以上複 優勝 森永　敬宣 長廣貴美子
混合60歳以上複 優勝 堀　　泰明 田坂加代子
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 本川　典子
混合70歳以上複 優勝 兼行幸三郎 石井　伸子

　第37回（平成6年）大会までは、中国社会人選手権大会として実施
　その後、第42回（平成11年）大会までは、中国地区総合選手権大会として実施

｜75th Anniversary｜116

■記　録



平成27年度 第16回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子50歳以上複 優勝 中司　正樹 堀　　泰明
男子65歳以上複 優勝 廣子　隆司 嘉屋　正志
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男子65歳以上複 優勝 河野　　茂 松本　研一
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混合60歳以上複 優勝 原田　栄一 吉永　節子
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男子40歳以上複 優勝 兼行幸三郎 戸村　　進
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 田代　妙子
混合70歳以上複 優勝 嘉屋　正志 石井　伸子

令和3年度 第22回 男子40歳以上単 優勝 吉川　応史
男子30歳以上複 優勝 藤田　　進 河村　則彦
男子40歳以上複 優勝 畠中　弘司 原田　英一
男子50歳以上複 優勝 田中　博美 嘉屋　正志
女子40歳以上単 優勝 竹谷　経子
女子50歳以上複 優勝 岩本　洋子 澄田　明美
女子70歳以上複 優勝 中村　光子 山中美知子
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女子50歳以上単 優勝 山田　律子
女子50歳以上複 優勝 中村　　忍 立石　美和
女子60歳以上複 優勝 米田真佐子  村上由美子 
女子70歳以上複 優勝 岸村　明美 渡邉　順子
混合40歳以上複 優勝 森永　敬宣 長廣貴美子
混合60歳以上複 優勝 堀　　泰明 田坂加代子
混合65歳以上複 優勝 原田　栄一 本川　典子
混合70歳以上複 優勝 兼行幸三郎 石井　伸子

　第37回（平成6年）大会までは、中国社会人選手権大会として実施
　その後、第42回（平成11年）大会までは、中国地区総合選手権大会として実施
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編集委員 （敬省略）
委員長　　松原　康則
委　員　　野村　義徳　　　杉山　覚　　　　沖　貞雄　　　　田内　正彦　　　棟居　秀行
　　　　　山中佐知子　　　河本　泰　　　　髙橋　和也　　　田中　康行　　　杉原加寿子
　　　　　山下　新一　　　中野未千尋　　　吉川　直樹　　　三井　裕　　　　末廣　秀樹
　　　　　久次　優　　　　松本　克芳　　　稲子田朝美

　山口県バドミントン協会では平成 10 年に「50 周年記念史 飛翔」を製作したが、それ以降の 25 年の歴
史を綴るべく 75 周年記念誌編集委員会を立ち上げ、令和４年の５月に光市で第１回編集委員会を開催し
た。編集委員会のメンバーは現協会の常務理事や各連盟の理事の方々で構成し、50 周年記念史を製作さ
れたメンバーの方々にも協力を要請した。この編集委員会で 75 周年記念誌の作成方針や目次案などを共
有し、令和７年７月の刊行を目標に作業を進めていくことが確認された。その後寄稿者への原稿依頼、原
稿回収、校正作業等を進めていったが、寄稿を依頼した市郡協会や各連盟また個人の方々には、ご多用の
中ご協力いただき、心より感謝を申し上げたい。
　編集委員会で作業を重ねながら最も強く感じたことは記録を残していくことの難しさと重要性である。
平成 10 年刊行の「50 周年記念史 飛翔」からその後の 25 年間の記録については、一部、資料の消失など
により記載できなかったものもある。当時から、きちんと記録として残し、まとめるといった意識があれ
ば良かったのだが、今となってはどうすることもできず心残りである。今思えば「50 周年記念史 飛翔」
をまとめられた故・藏成氏をはじめ、当時の関係者のご苦労に頭が下がる。
　そしてもう一つは、何と多くの方々のご尽力によりこの協会の活動が維持されてきたかということであ
る。小郡の地で協会設立に携わられた５人の方から始まったリレーは、その後１巡目の山口国体で中枢を
下関に移し、そして２巡目の山口国体を契機に周南、山口へとバトンが繋がれていった。その間、様々な
場面で協会の活動に携われてきたすべての方々のご尽力により今の繁栄があるということを改めて感じて
いる。今日では山口県内各地でバドミントンの大会が開催され、レジャー志向の人も競技志向の人もそれ
ぞれが目的に応じてバドミントンを楽しむことができる環境になった。協会の使命である「普及」と「強
化」を支えていただいているすべての方々に感謝の意を表したい。このバトンを次世代へと繋いでいくた
めに協会一丸となって職務を遂行していくことはもちろんのこと、関係者の皆様にはこれまで同様のご協
力をお願いするところである。そして、この先の 100 周年記念に向けて、協会の活動が県内のバドミン
トンに携わるすべての方々を幸福に導いていくことができるよう祈念して筆を置きたい。

　　　令和 7年 7 月吉日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長　松原　康則
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